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は
じ
め
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二
、
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子
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三
、四
、一
三
、
ベ
ル
ギ
ー
三
、四
、一
四
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
三
、四
、一
五
、
ロ
シ
ア
三
、五
、
中
東
三
、五
、一
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
三
、六
、
オ
セ
ア
ニ
ア
三
、六
、一
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
三
、六
、二
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
四
、
お
わ
り
に
│
│
日
本
法
へ
の
視
座
四
、一
、
残
さ
れ
た
課
題
四
、二
、
電
子
投
票
と
リ
ス
ク
?
?
?
?
?
?
二
〇
〇
七
年
一
二
月
七
日
、
第
一
六
八
国
会
の
衆
議
院
政
治
倫
理
の
確
立
及
び
公
職
選
挙
法
改
正
に
関
す
る
特
別
委
員
会
に
お
い
て
国
政
選
挙
へ
の
電
子
投
票
を
可
能
と
す
る
公
職
選
挙
法
特
例
法
改
正
案
一が
審
議
・
可
決
さ
れ
た
こ
と
を
う
け
て
、
わ
が
国
で
も
電
子
投
票
が
に
わ
か
に
再
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
同
法
案
は
、
民
主
党
が
紙
の
印
字
記
録
の
導
入
を
主
張
し
た
の
に
対
し
て
与
党
が
反
対
し
た
た
め
、
次
回
の
国
会
で
継
続
審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
本
会
議
に
お
け
る
可
決
・
成
立
に
は
至
ら
な
か
っ
た
二。
し
か
し
、
V
V
PA
T
導
入
の
是
非
は
措
く
と
し
て
も
、
V
V
PA
T
に
つ
い
て
国
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
自
体
、
わ
が
国
で
V
V
PA
T
に
つ
い
て
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
数
年
前
の
状
況
を
思
い
起
こ
す
と
三、
隔
世
の
感
が
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
ま
た
世
界
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
、
国
会
議
員
の
選
挙
で
は
世
界
初
と
思
わ
れ
る
﹁
第
三
段
階
﹂
の
全
国
的
な
電
子
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投
票
が
エ
ス
ト
ニ
ア
で
成
功
し
た
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
の
電
子
投
票
に
お
い
て
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
の
流
出
事
件
や
数
々
の
障
害
を
起
こ
し
た
電
子
投
票
機
の
大
手
ベ
ン
ダ
ー
で
あ
る
デ
ィ
ー
ボ
ー
ル
ド
社
︵
D
iebold ︶
四が
電
子
投
票
部
門
を
プ
レ
ミ
エ
選
挙
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
︵
Prem
ier Election Solutions ︶
五と
い
う
別
ブ
ラ
ン
ド
に
分
離
し
、
売
却
を
検
討
中
と
報
じ
ら
れ
る
六な
ど
、
め
ま
ぐ
る
し
い
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
世
界
の
何
カ
国
で
電
子
投
票
が
採
用
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、﹁
電
子
投
票
﹂
の
定
義
が
論
者
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
こ
と
も
相
ま
っ
て
、
か
な
ら
ず
し
も
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、﹁
電
子
投
票
﹂
と
は
何
か
と
い
う
定
義
の
再
検
討
も
含
め
て
、
あ
ら
た
め
て
各
国
の
電
子
投
票
の
採
用
・
実
施
状
況
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
本
稿
で
は
、
電
子
投
票
の
導
入
に
つ
い
て
、
さ
し
あ
た
り
行
政
府
の
長
も
し
く
は
立
法
府
の
議
員
の
選
挙
、
ま
た
は
国
民
投
票
も
し
く
は
住
民
投
票
な
ど
の
公
的
な
政
治
に
対
す
る
意
思
表
明
の
機
会
に
お
い
て
、
電
磁
的
に
投
票
の
記
録
を
作
成
し
当
該
記
録
を
使
用
し
て
開
票
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
は
当
該
の
電
磁
的
記
録
に
よ
る
投
票
の
記
録
の
作
成
に
つ
い
て
の
法
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
基
準
と
し
、
株
主
総
会
に
お
け
る
電
子
投
票
七、
議
会
内
の
採
決
の
電
子
投
票
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
紹
介
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
国
に
お
け
る
電
子
投
票
の
採
用
・
実
施
状
況
を
中
心
と
し
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
各
国
の
電
子
投
票
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
前
に
、
電
子
投
票
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
と
の
相
違
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
一
九
九
九
年
に
自
治
省
︵
当
時
︶
が
設
置
し
た
﹁
電
子
機
器
利
用
に
よ
る
選
挙
シ
ス
テ
ム
研
究
会
﹂
は
、
二
〇
〇
〇
年
八
月
に
中
間
報
告
を
行
い
、
諸
外
国
に
お
け
る
電
子
投
票
の
動
向
を
ふ
ま
え
て
、
電
子
投
票
を
、
第
一
段
階
と
し
て
選
挙
人
が
指
定
さ
れ
た
投
票
所
に
お
い
て
電
子
投
票
機
を
用
い
て
投
票
す
る
段
階
、
第
二
段
階
と
し
て
指
定
さ
れ
た
投
票
所
以
外
の
投
票
所
に
お
い
て
も
投
票
で
き
る
段
階
、
第
三
段
階
と
し
て
投
票
所
で
の
投
票
を
義
務
づ
け
ず
個
人
の
所
有
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
端
末
を
用
い
て
投
票
す
る
段
階
、
と
整
― 25 ―
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理
し
た
八。
こ
の
よ
う
に
三
段
階
に
整
理
す
る
方
法
と
し
て
は
、
一
九
九
九
年
に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
全
米
科
学
財
団
︵
N
SF
︶
に
対
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
の
検
討
を
命
じ
た
の
に
こ
た
え
て
刊
行
さ
れ
た
報
告
書
が
有
名
で
あ
る
九。
こ
の
分
類
法
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
て
投
票
を
行
う
こ
と
が
第
三
段
階
の
電
子
投
票
に
当
た
る
。
し
か
し
、
逆
に
投
票
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
れ
ば
電
子
投
票
に
当
た
る
の
か
と
い
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
当
初
は
電
子
投
票
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
と
が
混
同
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
公
的
な
選
挙
の
投
票
に
お
い
て
初
め
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
が
許
容
さ
れ
た
の
は
、
テ
キ
サ
ス
州
で
制
定
さ
れ
た
宇
宙
飛
行
士
の
た
め
の
特
例
法
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
一
九
九
七
年
ミ
ー
ル
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
滞
在
中
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
デ
ビ
ッ
ド
・
ウ
ォ
ル
フ
宇
宙
飛
行
士
一
〇が
、
テ
キ
サ
ス
州
で
制
定
さ
れ
た
宇
宙
飛
行
士
の
た
め
の
特
例
法
一
一の
規
定
に
よ
っ
て
電
子
メ
ー
ル
で
投
票
し
た
の
が
世
界
初
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
一
二。
同
年
リ
ロ
イ
・
チ
ャ
オ
飛
行
士
一
三も
電
子
メ
ー
ル
で
宇
宙
か
ら
大
統
領
選
の
投
票
を
行
っ
た
一
四。
ま
た
、
チ
ャ
オ
飛
行
士
は
投
票
の
重
要
性
を
訴
え
る
映
像
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
宇
宙
か
ら
送
っ
た
一
五。
現
在
、
テ
キ
サ
ス
州
選
挙
法
一
〇
六
条
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
一
六。
一
〇
六
・
〇
〇
一
条
︻
適
用
範
囲
︼
　
本
条
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
者
に
対
し
て
の
み
適
用
さ
れ
る
。
︵
一
︶　
本
州
に
お
い
て
投
票
す
る
資
格
が
あ
る
者
。
︵
二
︶　
前
号
を
み
た
し
、
か
つ
投
票
日
お
よ
び
期
日
前
投
票
期
間
中
に
州
務
長
官
の
定
め
る
宇
宙
飛
行
を
行
っ
て
い
る
た
め
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
。
一
〇
六
・
〇
〇
二
条
︻
許
容
さ
れ
る
投
票
︼
　
州
務
長
官
は
、
本
条
が
適
用
さ
れ
る
者
に
よ
っ
て
投
票
日
に
宇
宙
か
ら
セ
キ
ュ
ア
な
電
子
的
手
段
を
用
い
て
行
わ
れ
る
投
票
に
関
す
る
手
続
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
手
続
は
、
次
の
各
号
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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︵
一
︶　
本
条
に
定
め
る
投
票
を
行
お
う
と
す
る
申
し
出
の
締
切
日
。
︵
二
︶　
宇
宙
飛
行
を
行
っ
て
い
る
者
に
投
票
用
紙
を
送
付
す
る
た
め
ア
メ
リ
カ
航
空
宇
宙
局
の
電
子
的
通
信
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
用
す
る
こ
と
。
　
し
か
し
、
ウ
ォ
ル
フ
飛
行
士
や
チ
ャ
オ
飛
行
士
の
行
っ
た
電
子
投
票
は
、
投
票
方
向
︵
ど
の
候
補
者
、
ま
た
は
ど
の
政
党
に
投
票
す
る
か
︶
を
電
磁
的
に
記
録
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
投
票
方
向
を
電
子
メ
ー
ル
に
よ
っ
て
選
挙
管
理
機
関
に
通
知
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
電
子
投
票
と
い
え
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
疑
問
の
余
地
が
残
る
。
両
飛
行
士
の
行
っ
た
電
子
投
票
は
、
投
票
方
向
を
宇
宙
か
ら
電
気
通
信
回
線
の
一
種
と
い
え
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
選
挙
管
理
機
関
に
通
知
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
有
権
者
の
選
択
し
た
投
票
方
向
を
電
気
通
信
回
線
を
利
用
し
て
選
挙
管
理
機
関
に
送
付
す
る
と
い
う
意
味
で
は
、
わ
が
国
で
も
す
で
に
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ
る
船
員
の
洋
上
投
票
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
に
は
公
職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、
南
極
観
測
隊
員
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
投
票
も
導
入
さ
れ
た
一
七。
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
回
線
は
通
常
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
さ
れ
て
い
な
い
が
、
仮
に
IP 電
話
に
接
続
さ
れ
て
い
る
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
利
用
し
て
投
票
し
た
と
す
る
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
投
票
方
向
を
送
付
し
た
こ
と
に
な
る
か
ら
電
子
投
票
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
ウ
ォ
ル
フ
飛
行
士
、
チ
ャ
オ
飛
行
士
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
は
、
宇
宙
か
ら
電
子
メ
ー
ル
で
投
票
し
た
と
い
う
点
で
た
し
か
に
画
期
的
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
遠
隔
地
か
ら
投
票
方
向
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
電
気
通
信
回
線
を
経
由
し
て
投
票
方
向
が
選
挙
管
理
機
関
に
送
付
さ
れ
た
だ
け
で
、
投
票
の
記
録
自
体
が
電
磁
的
に
作
成
さ
れ
、
そ
れ
を
用
い
て
開
票
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
電
子
投
票
と
は
い
い
が
た
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
電
子
投
票
の
要
件
と
し
て
は
、
有
権
者
が
投
票
方
向
を
選
択
し
た
際
に
投
票
の
記
録
が
電
磁
的
に
作
成
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
投
票
用
紙
等
か
ら
電
磁
的
に
記
録
が
作
成
さ
れ
て
、
当
該
の
電
磁
的
記
録
を
用
い
て
開
票
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
含
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
電
子
投
票
を
実
現
す
る
各
種
の
技
術
的
方
式
の
中
で
は
、
直
接
記
録
方
式
電
子
投
票
︵
DRE = Direct Recording Electronic ︶
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が
現
時
点
で
は
最
も
普
及
し
て
い
る
方
式
で
あ
る
。
直
接
記
録
方
式
電
子
投
票
は
、
電
子
投
票
機
に
よ
り
投
票
が
行
わ
れ
る
が
、
直
接
記
録
方
式
電
子
投
票
機
は
﹁
機
械
式
ま
た
は
電
子
光
学
的
装
置
に
よ
り
示
さ
れ
投
票
者
が
作
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
投
票
の
表
示
を
記
録
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
デ
ー
タ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
処
理
し
、
投
票
デ
ー
タ
お
よ
び
投
票
用
紙
の
画
像
を
内
部
の
メ
モ
リ
装
置
に
記
録
す
る
も
の
﹂
で
あ
り
、﹁
ハ
ー
ド
コ
ピ
ー
形
式
に
よ
る
投
票
デ
ー
タ
の
一
覧
表
を
作
成
す
る
か
、
リ
ム
ー
バ
ブ
ル
・
メ
モ
リ
装
置
に
保
存
す
る
も
の
﹂
の
こ
と
を
い
い
一
八、﹁
有
権
者
が
そ
の
選
択
を
タ
ッ
チ
ス
ク
リ
ー
ン
、
プ
ッ
シ
ュ
ボ
タ
ン
そ
の
他
の
手
段
を
用
い
て
直
接
電
子
的
保
存
媒
体
に
入
力
し
、
投
票
用
紙
が
な
い
も
の
﹂
一
九と
も
定
義
さ
れ
る
。
こ
の
方
式
に
よ
る
電
子
投
票
に
お
い
て
は
、
有
権
者
が
投
票
の
自
己
の
投
票
方
向
を
押
し
ボ
タ
ン
式
ま
た
は
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
等
の
電
子
投
票
機
︵
ま
た
は
一
般
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
同
様
の
機
能
を
も
つ
も
の
︶
を
用
い
て
直
接
電
磁
的
に
記
録
し
、
当
該
電
磁
的
投
票
記
録
に
よ
り
開
票
お
よ
び
計
票
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
る
。
　
直
接
記
録
方
式
電
子
投
票
機
に
よ
る
投
票
と
、
従
来
型
の
投
票
用
紙
を
用
い
る
投
票
と
を
比
較
す
る
と
、
従
来
の
方
式
に
よ
る
投
票
は
人
の
立
ち
会
い
の
も
と
に
、
紙
︵
ま
た
は
類
似
素
材
︶
と
い
う
媒
体
に
、
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
う
る
方
式
で
有
権
者
自
身
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た
投
票
用
紙
を
、
人
の
立
ち
会
い
の
も
と
に
開
票
し
、
集
計
す
る
や
り
方
│
│
換
言
す
れ
ば
、
投
票
か
ら
開
票
に
い
た
る
過
程
が
通
常
の
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
可
視
的
な
も
の
と
し
て
進
行
す
る
方
法
│
│
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
D
RE
方
式
電
子
投
票
機
に
よ
る
電
子
投
票
は
、﹁
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
﹂
に
よ
っ
て
投
票
が
直
接
記
録
さ
れ
る
の
で
、
投
票
か
ら
開
票
に
い
た
る
過
程
が
す
べ
て
通
常
の
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
で
き
な
い
方
法
に
よ
っ
て
進
行
す
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
　
こ
の
他
に
も
各
種
の
電
子
投
票
が
技
術
的
に
考
案
さ
れ
、
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
― 28 ―
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?
?
?
?
?
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?
?
?
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?
?
?
?
?
??
??
?
?
?
?
　
近
年
IT
大
国
と
し
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
イ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
一
九
九
八
年
の
国
会
議
員
総
選
挙
か
ら
一
部
の
投
票
所
で
電
子
投
票
機
︵
Electronic V
oting M
achine: EV
M
︶
が
導
入
さ
れ
た
。
二
〇
〇
四
年
の
総
選
挙
で
は
、
初
め
て
全
国
規
模
で
電
子
投
票
を
実
施
し
た
。
　
イ
ン
ド
の
電
子
投
票
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ド
選
挙
管
理
委
員
会
の
ウ
ェ
ッ
ブ
サ
イ
ト
二
〇に
詳
細
な
説
明
が
あ
り
、
投
票
の
様
子
も
動
画
像
で
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
て
い
る
た
め
二
一、
こ
こ
で
は
概
略
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
　
有
権
者
の
本
人
確
認
は
電
子
的
に
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
選
挙
人
名
簿
を
用
い
て
行
う
。
有
権
者
は
電
子
投
票
機
で
投
票
す
る
が
、
電
子
投
票
機
は
、
A
C
電
源
で
は
な
く
バ
ッ
テ
リ
ー
で
駆
動
さ
れ
、
投
票
機
の
部
分
と
五
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
の
ケ
ー
ブ
ル
で
接
続
さ
れ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
の
二
つ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
一
台
あ
た
り
三
八
四
〇
名
の
有
権
者
が
投
票
で
き
る
投
票
機
は
ボ
タ
ン
式
で
あ
り
︵
図
１
︶、
最
多
で
六
四
名
ま
で
の
候
補
者
に
対
応
す
る
︵
選
挙
管
理
委
員
会
ウ
ェ
ッ
ブ
サ
イ
ト
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
よ
り
も
候
補
者
が
多
い
選
挙
区
で
は
電
子
投
票
機
は
使
用
で
き
な
い
︶。
有
権
者
は
、
選
挙
管
理
従
事
者
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
で
投
票
許
可
の
操
作
を
し
た
後
、
投
票
機
を
用
い
て
投
票
図１　インドの電子投票機
（出典：インド選挙管理委員会ウェッブサイト）
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を
行
う
。
全
有
権
者
の
投
票
が
終
わ
っ
た
後
、
投
票
機
ご
と
開
票
所
に
運
び
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
で
集
計
す
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
の
開
票
ボ
タ
ン
は
紙
で
封
印
さ
れ
て
お
り
、
開
票
す
る
権
限
の
な
い
者
が
無
断
で
開
票
前
に
こ
の
機
能
を
用
い
た
投
票
機
は
、
封
印
が
破
ら
れ
て
い
る
の
で
す
ぐ
に
判
別
で
き
る
。
開
票
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
は
、
投
票
機
ご
と
の
開
票
結
果
を
表
示
す
る
︵
図
２
︶。
集
計
し
た
デ
ー
タ
を
メ
デ
ィ
ア
に
保
存
し
て
投
票
記
録
を
開
票
所
に
移
送
し
た
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
由
で
サ
ー
バ
に
転
送
し
た
り
す
る
機
能
は
持
た
な
い
よ
う
で
あ
る
︵
イ
ン
ド
選
挙
管
理
委
員
会
作
成
の
資
料
に
は
、
The 
“RESU
LT- 1 ” button is pressed to display the results. The results 
are then noted. と
あ
る
︶。
一
ユ
ニ
ッ
ト
︵
投
票
機
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
︶
あ
た
り
の
価
格
は
、
電
子
投
票
機
を
調
達
し
た
一
九
八
九
年
か
ら
九
〇
年
当
時
、
五
五
〇
〇
ル
ピ
ー
で
あ
っ
た
と
い
う
。
　
イ
ン
ド
の
電
子
投
票
機
に
は
V
V
PA
T
発
行
機
能
が
無
く
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ご
と
に
選
挙
管
理
従
事
者
を
配
置
し
て
投
票
許
可
の
操
作
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
難
点
も
あ
る
が
、
低
コ
ス
ト
か
つ
バ
ッ
テ
リ
ー
駆
動
と
す
る
等
、
イ
ン
ド
の
国
情
に
配
慮
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
い
え
る
。
?
??
??
?
?
?
?
?
?
?
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
二
〇
〇
一
年
四
月
に
議
会
選
挙
法
二
三が
改
正
さ
れ
、
在
外
投
票
所
に
D
RE
方
式
電
子
投
票
機
を
設
置
し
て
在
外
投
票
に
電
子
投
票
を
導
図２　コントローラによる票の集計
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入
す
る
こ
と
に
な
り
、
D
RE
方
式
電
子
投
票
機
の
採
用
に
つ
い
て
明
文
で
定
め
ら
れ
た
。
第
五
〇
条
Ａ
︻
D
RE
投
票
シ
ス
テ
ム
の
認
可
︼
　
第
二
四
条
の
定
め
に
よ
り
︵
ａ
︶
監
査
総
長
(auditor general) 、
ま
た
は
︵
ｂ
︶
監
査
総
長
と
の
協
議
に
よ
り
主
務
大
臣
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
た
者
に
よ
っ
て
選
挙
令
状
が
発
給
さ
れ
る
日
よ
り
前
に
、
D
RE
投
票
シ
ス
テ
ム
が
認
可
さ
れ
な
い
限
り
、
い
か
な
る
D
RE
投
票
シ
ス
テ
ム
も
、
い
か
な
る
投
票
所
ま
た
は
選
挙
に
お
い
て
も
、
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
　
ま
た
、
採
用
す
る
電
子
投
票
機
の
要
件
や
、
認
可
の
手
続
、
認
可
結
果
の
官
報
へ
の
掲
載
に
つ
い
て
も
、
明
文
で
詳
細
に
定
め
ら
れ
て
い
た
︵
五
〇
条
Ｂ
～
五
〇
条
Ｄ
、
五
一
条
︶。
　
し
か
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
懸
念
か
ら
、
二
〇
〇
一
年
九
月
に
在
外
投
票
を
暫
定
的
に
停
止
す
る
法
律
二
三が
成
立
し
、
議
会
選
挙
法
中
の
在
外
投
票
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を
暫
定
的
に
停
止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
電
子
投
票
は
実
際
に
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
?
??
??
?
?
?
　
韓
国
の
電
子
投
票
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
稿
﹁
韓
国
の
電
子
投
票
﹂
二
四で
紹
介
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
経
緯
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
拙
稿
で
触
れ
た
と
お
り
、
韓
国
中
央
選
挙
管
理
委
員
会
は
﹁
第
二
段
階
﹂
の
電
子
投
票
を
全
国
一
斉
に
実
施
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
完
成
さ
せ
、
政
党
の
党
首
選
挙
等
で
の
電
子
投
票
も
行
い
、
二
〇
〇
八
年
の
国
会
議
員
総
選
挙
に
お
い
て
全
国
的
に
電
子
投
票
を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
を
ほ
ぼ
整
え
て
い
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
の
議
会
に
お
け
る
審
議
で
ハ
ン
ナ
ラ
党
の
議
員
か
ら
電
子
投
票
の
推
進
に
対
す
る
反
対
意
見
が
表
明
― 31 ―
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さ
れ
、
中
央
選
挙
管
理
委
員
会
が
二
〇
〇
八
年
総
選
挙
の
た
め
に
計
上
し
て
い
た
二
八
八
億
ウ
ォ
ン
の
予
算
案
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
本
稿
執
筆
時
点
で
は
、
二
〇
〇
八
年
総
選
挙
で
当
初
の
計
画
通
り
全
国
一
斉
に
電
子
投
票
を
実
施
す
る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
て
い
る
二
五。
し
か
し
、
二
〇
〇
七
年
に
実
施
さ
れ
た
大
統
領
選
挙
の
投
票
率
が
民
主
化
以
降
の
大
統
領
選
と
し
て
は
最
低
の
六
三
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
下
が
り
つ
づ
け
る
投
票
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
電
子
投
票
を
実
現
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
主
張
も
あ
り
二
六、
情
勢
は
流
動
的
で
あ
る
。
?
??
??
?
?
?
?
?
?
?
?
　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
は
、
一
九
九
六
年
の
総
選
挙
で
ア
ワ
ミ
連
盟
︵
A
L
︶
が
与
党
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
民
族
主
義
党
(BN
P) を
破
り
、
シ
ェ
イ
ク
・
ハ
シ
ュ
ナ
党
首
が
首
相
と
な
っ
た
。
ハ
シ
ュ
ナ
政
権
の
下
で
は
各
種
の
議
会
改
革
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
選
挙
に
お
け
る
不
正
の
防
止
が
あ
り
、
有
権
者
登
録
や
投
票
・
開
票
時
に
お
け
る
不
正
を
防
ぐ
た
め
の
方
策
が
検
討
さ
れ
た
。
開
票
に
お
け
る
不
正
や
誤
集
計
を
防
止
す
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
票
の
集
計
の
専
門
家
が
派
遣
さ
れ
開
票
の
電
子
化
が
検
討
さ
れ
た
が
二
七、
電
子
投
票
の
採
用
に
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。
?
??
??
?
?
?
?
?
　
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
小
王
国
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
ブ
ー
タ
ン
で
は
、
近
年
急
速
に
立
憲
君
主
制
へ
の
変
革
を
め
ざ
し
た
政
治
の
民
主
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
二
八。
二
〇
〇
六
年
六
月
に
開
会
し
た
第
八
五
回
国
会
に
お
い
て
、
ン
ゲ
ド
ゥ
プ
︵
Lyonpo Sangay N
gedup ︶
首
相
は
二
〇
〇
八
年
に
総
選
挙
を
行
い
立
憲
君
主
制
に
移
行
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
表
明
す
る
と
共
に
、
選
挙
法
改
正
案
、
電
子
投
票
機
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
草
案
を
作
成
中
で
あ
り
、
第
八
六
回
議
会
に
上
程
す
る
計
画
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
二
九、
電
子
投
票
の
採
用
を
表
明
― 32 ―
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し
た
。
二
〇
〇
七
年
四
月
に
模
擬
投
票
が
実
施
さ
れ
、
は
じ
め
て
電
子
投
票
機
が
使
用
さ
れ
た
三
〇。
二
〇
〇
七
年
一
二
月
三
一
日
、
初
の
国
会
議
員
選
挙
と
な
る
上
院
︵
国
民
評
議
会
︶
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
電
子
投
票
が
採
用
さ
れ
た
。
使
用
さ
れ
た
電
子
投
票
機
は
、
タ
ッ
チ
ス
ク
リ
ー
ン
式
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
製
の
ボ
タ
ン
式
電
子
投
票
機
で
あ
る
。
有
権
者
の
本
人
確
認
に
は
事
前
に
発
行
し
た
顔
写
真
入
り
ID
カ
ー
ド
を
使
用
し
て
い
る
三
一。
投
票
の
終
了
後
、
電
子
投
票
機
ご
と
開
票
所
に
運
ぶ
点
で
は
、
イ
ン
ド
と
同
様
の
手
順
と
な
っ
て
い
る
三
二。
な
お
、
選
挙
後
に
開
か
れ
る
議
会
で
は
二
〇
〇
八
年
ブ
ー
タ
ン
王
国
選
挙
法
が
審
議
・
可
決
さ
れ
る
運
び
で
あ
る
が
、
選
挙
法
案
三
三三
〇
八
条
で
は
投
票
箱
ま
た
は
電
子
投
票
機
を
使
用
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
三
〇
八
条
︻
投
票
箱
及
び
投
票
機
︼
　
い
か
な
る
選
挙
に
お
い
て
も
、
使
用
さ
れ
る
す
べ
て
の
投
票
箱
ま
た
は
電
子
投
票
機
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
承
認
を
得
た
規
格
に
依
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
?
??
??
?
?
?
?
?
?
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
海
外
で
働
い
て
い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
が
多
い
と
い
う
事
情
に
配
慮
し
、
二
〇
〇
三
年
に
海
外
不
在
者
投
票
法
三
四
を
制
定
し
た
が
、
在
外
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
投
票
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
を
導
入
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
　
二
〇
〇
七
年
の
選
挙
で
は
、
海
外
不
在
者
投
票
の
選
挙
人
と
し
て
登
録
さ
れ
た
有
権
者
の
名
簿
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る
な
ど
三
五、
積
極
的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
活
用
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
に
電
子
投
票
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
投
票
も
実
施
し
、
事
前
に
登
録
し
た
有
権
者
が
デ
モ
サ
イ
ト
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
を
行
っ
た
。
二
〇
一
〇
年
か
ら
国
内
の
有
権
者
の
投
票
に
つ
い
て
も
、
電
子
投
票
に
移
行
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
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?
??
??
?
?
?
?
?
?
マ
レ
ー
シ
ア
は
急
速
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
及
び
情
報
通
信
に
関
係
す
る
諸
法
律
︵
サ
イ
バ
ー
法
︶
体
系
の
整
備
を
行
っ
た
国
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
が
提
唱
し
た
﹁
V
ision 2020 
(W
aw
asan 2020) ﹂
三
六に
基
づ
き
、
一
九
九
六
年
八
月
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
﹁
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・
ス
ー
パ
ー
・
コ
ー
リ
ド
ー
︵
The 
M
ultim
edia Super Corridor = M
SC) ﹂
構
想
が
発
表
さ
れ
た
三
七。
し
か
し
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
が
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
に
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
・
バ
ダ
ウ
ィ
副
首
相
に
政
権
を
禅
譲
し
た
こ
と
の
影
響
に
よ
り
、
M
SC
の
展
開
の
速
度
は
以
前
よ
り
も
遅
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
二
〇
〇
四
年
ま
で
に
制
定
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
個
人
デ
ー
タ
保
護
法︵
Personal Date Protection A
ct ︶、
電
子
商
取
引
法︵
Electronic 
Com
m
erce A
ct ︶、
電
子
政
府
行
為
法
︵
Electronic Governm
ent 
A
ctivities A
ct ︶
と
い
う
三
法
の
う
ち
、
電
子
商
取
引
法
は
二
〇
〇
六
年
、
電
子
政
府
行
為
法
は
二
〇
〇
七
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
制
定
さ
れ
た
三
八。二
〇
〇
二
年
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
選
挙
管
理
委
員
会
が
電
子
投
票
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
と
一
部
で
報
じ
ら
れ
た
が
三
九、
マ
レ
ー
シ
ア
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
長
は
、
二
〇
〇
五
年
の
記
者
会
見
で
当
面
電
子
投
票
を
採
用
す
る
予
定
が
な
い
こ
と
を
表
明
し
た
四
〇。
図３　インターネット投票のパイロット・サイト
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な
お
、
民
間
団
体
の
代
表
を
選
ぶ
選
挙
で
は
電
子
投
票
が
採
用
さ
れ
て
い
る
例
は
あ
る
。
た
と
え
ば
、
マ
レ
ー
シ
ア
お
よ
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
在
住
す
る
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
卒
業
生
の
団
体
で
あ
る
CU
M
SA
︵
Cam
bridge U
niversity M
alaya and 
Singapore A
ssociation
︶
は
二
〇
〇
七
年
に
行
わ
れ
た
卒
業
生
代
表
の
選
挙
で
、
電
子
投
票
を
用
い
て
い
る
四
一。
ま
た
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
大
学
の
多
く
で
は
学
生
評
議
会
︵
Student Council ︶
の
選
挙
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
選
挙
の
動
向
は
政
党
政
治
に
も
一
定
の
影
響
を
与
え
て
き
た
が
四
二、
近
年
は
電
子
投
票
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
全
国
的
な
学
生
の
連
合
団
体
で
あ
る
Solidariti M
ahasisw
a M
alaysia ︵
SM
M
︶
は
、
二
〇
〇
六
年
九
月
二
一
日
に
行
わ
れ
た
学
生
評
議
会
の
選
挙
に
お
い
て
多
く
の
不
正
が
行
わ
れ
た
と
し
て
高
等
教
育
省
お
よ
び
人
権
委
員
会
に
抗
議
し
、
そ
の
中
で
International Islam
ic 
U
niversity ︵
IIU
︶
と
U
niversiti Putra M
alaysia ︵
U
PM
︶
の
二
大
学
で
実
施
さ
れ
た
電
子
投
票
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
指
摘
し
た
四
三。
?
??
?
?
?
?
??
??
?
?
?
?
?
ア
メ
リ
カ
で
は
原
則
と
し
て
州
が
選
挙
制
度
を
決
定
す
る
権
限
を
有
す
る
か
ら
四
四、
も
と
も
と
多
様
な
選
挙
制
度
、
投
票
制
度
が
導
入
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
投
票
の
方
法
に
つ
い
て
も
、
郵
便
投
票
、
自
書
式
、
記
号
式
、
パ
ン
チ
カ
ー
ド
、
マ
ー
ク
シ
ー
ト
、
レ
バ
ー
式
投
票
機
、
ボ
タ
ン
式
投
票
機
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
実
施
さ
れ
て
き
た
。
選
挙
の
領
域
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
九
六
〇
年
代
で
あ
り
、
最
初
は
票
の
集
計
に
利
用
さ
れ
た
。
投
票
に
用
い
た
パ
ン
チ
カ
ー
ド
の
集
計
器
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
接
続
し
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
票
の
集
計
を
行
っ
た
り
、
マ
ー
ク
シ
ー
ト
の
投
票
を
光
学
読
取
機
に
よ
っ
て
電
磁
的
記
録
に
変
換
し
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
集
計
し
た
り
す
る
州
や
自
治
体
が
出
て
き
た
。
つ
ま
り
、
電
子
投
票
が
今
日
の
よ
う
に
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
る
前
か
ら
、
投
票
そ
れ
自
体
を
電
磁
的
に
作
成
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
も
、
投
票
の
記
録
を
電
磁
的
記
録
に
変
換
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処
理
す
る
方
法
が
普
及
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
九
七
五
年
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に
は
連
邦
会
計
検
査
院
︵
General A
ccounting O
ﬃ
ce ︶
内
の
連
邦
選
挙
局
︵
O
ﬃ
ce of Federal Elections ︶
は
全
米
標
準
局
︵
N
ational Bureau of Standards ︶
と
共
同
で
﹁
票
計
算
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
の
効
果
的
な
利
用
︵
Eﬀective 
U
se of Com
puting Technology in V
ote-Tallying. ︶﹂
四
五と
題
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
公
開
し
て
お
り
、
連
邦
議
会
は
連
邦
選
挙
管
理
委
員
会
︵
FEC
︶
に
対
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
使
用
に
関
す
る
基
準
策
定
の
た
め
の
研
究
を
全
米
標
準
局
と
共
同
で
行
う
よ
う
に
指
示
し
て
、﹁
投
票
シ
ス
テ
ム
技
術
標
準
︵
V
SS = V
oting System
 Standards: A
 Report on the Feasibility of 
D
eveloping V
oluntary Standards for V
oting Equipm
ent ︶﹂
が
一
九
八
四
年
に
公
開
さ
れ
た
。
V
SS は
、
以
来
改
訂
を
か
さ
ね
て
今
日
に
至
っ
て
お
り
、
電
子
投
票
の
技
術
標
準
の
源
流
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
電
子
投
票
の
普
及
を
決
定
的
に
し
た
の
は
、
副
大
統
領
の
ゴ
ア
候
補
と
ブ
ッ
シ
ュ
元
大
統
領
の
子
息
で
テ
キ
サ
ス
州
知
事
︵
当
時
︶
の
ブ
ッ
シ
ュ
候
補
と
の
激
戦
と
な
っ
た
二
〇
〇
〇
年
大
統
領
選
挙
の
開
票
の
混
乱
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
多
種
多
様
な
要
因
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
一
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、
疑
問
票
を
生
じ
や
す
い
パ
ン
チ
カ
ー
ド
式
の
投
票
制
度
で
あ
っ
た
四
六。
こ
の
た
め
、
連
邦
法
で
あ
る
H
elp A
m
erica V
ote A
ct ︵
H
A
V
A
︶
が
制
定
さ
れ
、
投
票
制
度
の
一
新
を
図
る
こ
と
に
な
っ
た
四
七。
H
A
V
A
の
主
な
内
容
は
、
パ
ン
チ
カ
ー
ド
式
投
票
や
レ
バ
ー
式
投
票
を
連
邦
法
の
定
め
る
基
準
に
合
致
す
る
投
票
装
置
に
置
き
換
え
る
た
め
の
予
算
を
州
に
交
付
す
る
こ
と
︵
こ
こ
で
い
う
州
と
は
、
連
邦
の
直
轄
地
で
あ
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
、
プ
エ
ル
ト
・
リ
コ
、
グ
ア
ム
、
米
領
サ
モ
ア
及
び
米
領
ヴ
ァ
ー
ジ
ン
諸
島
の
各
准
州
を
含
む
︶、
独
立
行
政
委
員
会
で
あ
る
連
邦
選
挙
支
援
委
員
会
︵
Election A
ssistance Com
m
ission
︶
の
創
設
と
連
邦
司
法
省
お
よ
び
連
邦
選
挙
管
理
委
員
会
︵
FEC
︶
か
ら
の
権
限
の
移
管
、
州
お
よ
び
郡
以
下
の
自
治
体
の
選
挙
事
務
に
係
る
最
低
限
の
基
準
の
制
定
で
あ
る
。
H
A
V
A
は
、
投
票
シ
ス
テ
ム
に
検
証
の
た
め
の
記
録
を
残
す
こ
と
を
求
め
て
お
り
、
大
統
領
選
挙
、
連
邦
上
下
両
院
選
挙
な
ど
の
連
邦
官
職
の
選
挙
に
使
用
す
る
投
票
シ
ス
テ
ム
は
次
の
よ
う
に
紙
の
記
録
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。
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三
〇
一
条
四
八︻
投
票
シ
ス
テ
ム
基
準
︼
︵
ａ
︶　
要
件
　
連
邦
官
職
の
選
挙
に
使
用
す
る
各
投
票
シ
ス
テ
ム
は
、
次
に
定
め
る
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
︵
１
︶　
総
則
　
　
︵
略
︶
︵
２
︶　
監
査
能
力
︵
Ａ
︶　
総
則
　
投
票
シ
ス
テ
ム
は
、
当
該
投
票
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
手
作
業
の
監
査
︵
m
anual audit ︶
に
耐
え
る
記
録
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
︵
Ｂ
︶　
手
作
業
に
よ
る
監
査
︵
ⅰ
︶　
投
票
シ
ス
テ
ム
は
、
当
該
投
票
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
手
作
業
の
監
査
に
耐
え
る
恒
久
的
な
紙
の
記
録
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
︵
ⅱ
︶　
投
票
シ
ス
テ
ム
は
、
恒
久
的
な
紙
の
記
録
が
作
成
さ
れ
る
前
に
、
投
票
者
に
対
し
て
投
票
の
変
更
又
は
訂
正
を
行
う
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
︵
ⅲ
︶　
本
条
︵
Ａ
︶
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
る
紙
の
記
録
は
、
当
該
投
票
シ
ス
テ
ム
が
使
用
さ
れ
た
選
挙
に
関
す
る
い
か
な
る
得
票
再
集
計
に
お
い
て
も
公
的
な
記
録
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
H
A
V
A
は
、
投
票
シ
ス
テ
ム
に
検
証
の
た
め
の
記
録
を
残
す
こ
と
を
求
め
て
お
り
、
大
統
領
選
挙
、
連
邦
上
下
両
院
選
挙
な
ど
の
連
邦
官
職
の
選
挙
に
使
用
す
る
投
票
シ
ス
テ
ム
は
紙
の
記
録
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
が
、
一
票
ご
と
の
投
票
― 37 ―
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に
対
す
る
監
査
に
耐
え
る
記
録
の
印
字
を
定
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
H
A
V
A
の
制
定
の
結
果
、
二
〇
〇
四
年
の
大
統
領
選
挙
で
は
多
く
の
州
で
D
RE
方
式
電
子
投
票
機
が
使
用
さ
れ
た
が
、
電
子
投
票
機
の
大
手
ベ
ン
ダ
ー
で
あ
る
デ
ィ
ー
ボ
ー
ル
ド
社
が
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
の
流
出
事
件
や
数
々
の
障
害
を
起
こ
し
た
こ
と
も
あ
り
、
有
権
者
の
間
か
ら
は
D
RE
方
式
電
子
投
票
機
の
使
用
に
対
す
る
危
惧
が
高
ま
っ
て
き
た
。
各
州
に
お
い
て
は
、
州
法
で
D
RE
方
式
電
子
投
票
機
の
使
用
を
禁
止
し
て
別
の
方
法
の
電
子
投
票
機
を
採
用
す
る
か
、
D
RE
方
式
電
子
投
票
機
に
有
権
者
の
確
認
を
へ
た
紙
の
監
査
証
跡
︵
V
oter V
eriﬁed Paper A
udit Trail = V
V
PA
T
︶
の
発
行
を
義
務
づ
け
る
方
向
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
四
九。
一
方
、
V
V
PA
T
に
対
し
て
は
、
プ
リ
ン
タ
ー
の
装
備
に
と
も
な
う
電
子
投
票
機
の
コ
ス
ト
上
昇
、
プ
リ
ン
タ
ー
の
紙
詰
ま
り
な
ど
新
た
な
ト
ラ
ブ
ル
を
生
む
可
能
性
、
紙
へ
の
印
字
を
残
す
こ
と
に
よ
る
有
権
者
の
投
票
の
秘
密
の
保
護
に
対
す
る
危
険
性
な
ど
、
問
題
点
も
数
多
く
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
V
V
PA
T
は
D
RE
方
式
電
子
投
票
機
の
問
題
点
に
対
す
る
本
質
的
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
と
す
る
主
張
も
あ
る
五
〇。本
稿
執
筆
時
点
に
お
い
て
、
電
子
投
票
シ
ス
テ
ム
へ
の
導
入
状
況
お
よ
び
V
V
PA
T
の
装
備
義
務
づ
け
に
関
す
る
各
州
の
状
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
︵
電
子
投
票
シ
ス
テ
ム
へ
の
導
入
状
況
は
二
〇
〇
六
年
九
月
現
在
︶。
な
お
、
各
州
に
お
け
る
V
V
PA
T
義
務
づ
け
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
﹁
ア
メ
リ
カ
の
電
子
投
票
に
お
け
る
V
V
PA
T
の
現
状
と
課
題
﹂
五
一も
参
照
さ
れ
た
い
。
V
V
PA
T
の
是
非
を
め
ぐ
る
議
論
は
、﹁
過
去
数
年
の
選
挙
改
革
論
争
の
ほ
と
ん
ど
は
、
電
子
投
票
機
を
め
ぐ
る
も
の
に
占
め
ら
れ
て
き
た
観
が
あ
っ
た
﹂
七
〇と
す
ら
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
H
A
V
A
の
改
正
案
も
上
下
両
院
に
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
二
〇
〇
八
年
大
統
領
選
挙
に
際
し
て
、
V
V
PA
T
機
能
の
な
い
電
子
投
票
機
の
使
用
を
連
邦
法
で
禁
ず
る
こ
と
は
、
見
送
ら
れ
る
方
向
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
七
一。
ま
た
、
二
〇
〇
六
年
末
に
メ
リ
カ
国
立
技
術
標
準
局
︵
N
IST = N
ational Institute of Standards and Technology) は
同
局
内
に
設
置
し
て
い
る
技
術
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
開
発
委
員
会
︵
TGD
C = Technical Guideline D
evelopm
ent Com
m
ittee)
を
開
催
し
、
そ
の
席
上
、
同
局
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
議
論
の
た
た
き
台
と
し
て
V
V
PA
T
の
義
務
づ
け
を
勧
告
す
る
レ
ポ
ー
ト
の
草
稿
七
二
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州 投票・集計方式 VVPAT義務づけ状況
アラバマ 光学スキャン、タッチスクリーン型マークシー
ト機
アラスカ五二 光学スキャン、投票用紙（手集計）、VVPATつ
きDRE
州法制定（2004年７月）
アリゾナ五三 光学スキャン、VVPATつきDRE、タッチスク
リーン型マークシート機
州法制定（2006年６月）
アーカンソー五四 光学スキャン、VVPATつきDRE 州法制定（2005年３月）
カリフォルニア五五 光学スキャン、VVPATつきDRE、タッチスク
リーン型マークシート機
州法制定（2004年９月）
コロラド五六 光学スキャン、投票用紙（手集計）、VVPATつ
きDRE
州法制定（2005年５月）
コネチカット五七 光 学 ス キ ャ ン、 電 話 投 票 シ ス テ ム(Vote by 
phone)
州法制定（2005年７月）
デラウェア 全州でDRE 郡により義務づけている
場合あり
ジョージア 全州でDRE
ハワイ五八 光学スキャン、VVPATつきDRE 州法制定（2005年７月）
フロリダ 光学スキャン、DRE
アイダホ五九 光学スキャン、パンチカード、投票用紙（手集
計）、VVPATつきDRE、タッチスクリーン型
マークシート機
州法制定（2005年４月）
イリノイ六〇 光学スキャン、VVPATつきDRE、タッチスク
リーン型マークシート機
州法制定（2003年８月）
インディアナ 光学スキャン、DRE、タッチスクリーン型マー
クシート機
アイオワ 光学スキャン、DRE、タッチスクリーン型マー
クシート機
カンザス 光学スキャン、投票用紙（手集計）、DRE、タッ
チスクリーン型マークシート機
ケンタッキー 光学スキャン、DRE
ルイジアナ 全州でDRE
メイン六一 光学スキャン、投票用紙（手集計）、電話投票シ
ステム(Vote by phone)
州法制定（2005年６月）
メリーランド 全州でDRE
マサチューセッツ 光学スキャン
ミシガン 光学スキャン、タッチスクリーン型マークシー
ト機
ミネソタ六二 光学スキャン、VVPATつきDRE、タッチスク
リーン型マークシート機
州法制定（2005年６月）
ミシシッピー 光学スキャン、VVPATつきDRE
ミズーリ 光学スキャン、VVPATつきDRE、タッチスク
リーン型マークシート機
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州 投票・集計方式 VVPAT義務づけ状況
モンタナ六三 光学スキャン、投票用紙（手集計）、VVPATつ
きDRE、タッチスクリーン型マークシート機
州法制定（2005年４月）
ネブラスカ 光学スキャン、タッチスクリーン型マークシー
ト機
ネヴァダ 光学スキャン、タッチスクリーン型マークシー
ト機
ニューハンプシャー 光学スキャン、投票用紙（手集計）、電話投票シ
ステム
ニュージャージー DRE（VVPATつきにする予定）
ニューメキシコ 光学スキャン、タッチスクリーン型マークシー
ト機
ノースカロライナ六四 光学スキャン、タッチスクリーン型マークシー
ト機、VVPATつきDRE
州法制定（2005年８月）
ノースダコタ 光学スキャン、タッチスクリーン型マークシー
ト機
オハイオ六五 光学スキャン、タッチスクリーン型マークシー
ト機、VVPATつきDRE
州法制定2004年５月
オクラホマ 光学スキャン、電話投票システム
オレゴン六六 郵便投票、電話投票システム 州法制定2005年８月
ペンシルヴァニア DRE、光学スキャン、タッチスクリーン型マー
クシート機
義務づけている郡あり
ロードアイランド 光学スキャン、タッチスクリーン型マークシー
ト機
サウスカロライナ 全州でDRE
サウスダコタ DRE
テネシー 光学スキャン、DRE
テキサス DRE（一部VVPATつき）、光学スキャン、タッ
チスクリーン型マークシート機
義務づけている郡あり
ユタ VVPATつきDRE
ヴァーモント 光学スキャン、投票用紙（手集計）、電話投票シ
ステム
ヴァージニア DRE、光学スキャン、タッチスクリーン型マー
クシート機
ワシントン六七 光学スキャン、VVPATつきDRE、タッチスク
リーン型マークシート機
州法制定（2005年５月）
ウェストヴァージニア
六八
VVPATつきDRE、投票用紙（手集計）、タッチ
スクリーン型マークシート機、光学スキャン
州法制定（2005年５月）
ウィスコンシン六九 光学スキャン、投票用紙（手集計）、VVPATつ
きDRE、タッチスクリーン型マークシート機
州法制定（2006年１月）
ワイオミング 光学スキャン、DRE、タッチスクリーン型マー
クシート機
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が
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
レ
ポ
ー
ト
は
あ
く
ま
で
も
草
稿
で
あ
っ
て
N
IST
や
TGD
C
の
意
見
を
代
表
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
声
明
が
出
さ
れ
た
が
七
三、
TGD
C
は
連
邦
選
挙
支
援
委
員
会
の
技
術
顧
問
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
影
響
力
は
大
き
い
。
レ
ポ
ー
ト
草
稿
に
お
い
て
、
TGD
C
は
ア
ク
セ
ス
性
、
合
理
的
な
コ
ス
ト
、
選
挙
人
お
よ
び
選
挙
管
理
関
係
者
の
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
、
不
正
及
び
障
害
の
防
止
と
い
う
四
要
素
を
考
慮
し
た
上
で
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
独
立
型
の
シ
ス
テ
ム
を
二
〇
〇
七
年
度
版
投
票
シ
ス
テ
ム
技
術
水
準
に
盛
り
込
む
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
独
立
型
電
子
投
票
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
紙
の
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
お
よ
び
ア
ク
セ
ス
性
に
着
目
し
、
技
術
向
上
を
図
る
こ
と
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
独
立
性
︵
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
改
変
が
選
挙
結
果
に
影
響
を
与
え
な
い
︶
を
高
め
る
た
め
の
さ
ら
に
高
い
レ
ベ
ル
の
要
件
を
二
〇
〇
七
年
度
版
投
票
シ
ス
テ
ム
技
術
水
準
に
盛
り
込
む
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
独
立
性
を
高
め
る
技
術
開
発
を
促
進
す
る
こ
と
を
勧
告
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
レ
ポ
ー
ト
草
稿
で
は
紙
の
有
用
性
を
強
調
し
て
い
る
た
め
、﹁
N
IST
が
V
V
PA
T
の
導
入
を
勧
告
し
た
﹂
と
一
部
で
報
道
さ
れ
る
一
因
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
現
時
点
で
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
電
子
投
票
機
と
し
て
は
、
D
RE
方
式
の
ほ
か
、
Ballot M
arking D
evice 
︵
BM
D
) 、
V
ote by Phone が
あ
る
。
BM
D
は
、
タ
ッ
チ
ス
ク
リ
ー
ン
式
電
子
投
票
機
に
よ
り
有
権
者
が
投
票
方
向
を
選
択
し
、
有
権
者
の
選
択
に
基
づ
き
電
子
投
票
機
が
マ
ー
ク
シ
ー
ト
に
印
字
し
た
後
、
有
権
者
は
マ
ー
ク
シ
ー
ト
の
印
字
を
確
認
し
て
投
票
箱
に
投
入
し
、
投
入
さ
れ
た
マ
ー
ク
シ
ー
ト
を
光
学
式
読
み
取
り
器
︵
光
学
ス
キ
ャ
ナ
︶
で
読
み
取
っ
て
電
磁
的
記
録
を
作
成
し
、
当
該
電
磁
的
記
録
を
用
い
て
開
票
・
計
票
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
V
ote by Phone は
、
有
権
者
が
指
定
電
話
番
号
に
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
型
電
話
機
を
利
用
し
て
電
話
を
か
け
、
指
定
の
コ
ー
ド
に
よ
り
ト
ー
ン
信
号
で
投
票
し
、
当
該
信
号
を
電
磁
的
記
録
に
変
換
し
て
開
票
及
び
計
票
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
メ
イ
ン
州
で
採
用
さ
れ
た
IV
S 社
七
四の
Inspire シ
ス
テ
ム
な
ど
が
あ
る
七
五。
V
ote by Phone は
、
開
票
方
式
に
よ
り
中
央
印
字
方
式
︵
選
挙
管
理
関
係
職
員
の
監
視
の
下
で
、
投
票
受
付
状
況
を
印
字
す
る
︶
と
フ
ァ
ッ
ク
ス
印
字
方
式
︵
有
権
者
が
投
票
後
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
自
己
の
投
票
方
向
の
確
認
を
取
り
寄
せ
る
︶
が
存
在
す
る
。
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?
??
??
?
?
?
?
　
カ
ナ
ダ
は
一
九
九
〇
年
代
か
ら
電
子
政
府
化
を
推
進
し
て
お
り
、
各
種
の
電
子
政
府
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
お
い
て
も
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
七
六、
電
子
投
票
は
現
時
点
で
は
州
︵
province ︶
以
下
の
レ
ベ
ル
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。
　
連
邦
レ
ベ
ル
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
選
挙
法
七
七が
次
の
よ
う
に
電
子
投
票
の
導
入
を
前
提
と
し
て
パ
イ
ロ
ッ
ト
投
票
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
規
定
を
置
い
て
は
い
る
も
の
の
、
具
体
化
し
て
い
な
い
。
一
八
条
一
項
︻
電
子
的
投
票
プ
ロ
セ
ス
︼
　
主
席
選
挙
管
理
官
︵
The Chief Electoral O
ﬃ
cer ︶
は
、
代
替
的
投
票
手
段
の
研
究
を
含
む
投
票
に
関
す
る
研
究
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
将
来
の
総
選
挙
ま
た
は
補
欠
選
挙
に
お
け
る
使
用
の
目
的
で
、
電
子
的
投
票
プ
ロ
セ
ス
の
設
計
お
よ
び
試
験
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
選
挙
に
関
す
る
事
項
を
常
時
審
議
す
る
下
院
お
よ
び
上
院
の
委
員
会
の
事
前
の
認
可
を
得
ず
に
公
的
な
投
票
に
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
州
レ
ベ
ル
で
電
子
投
票
が
導
入
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ア
ル
バ
ー
タ
、
ケ
ベ
ッ
ク
、
オ
ン
タ
リ
オ
の
各
州
で
あ
る
。
ア
ル
バ
ー
タ
州
で
は
二
〇
〇
七
年
の
自
治
体
選
挙
で
、
V
otex 社
製
の
電
子
投
票
機
が
使
用
さ
れ
た
︵
図
４
︶。
ケ
ベ
ッ
ク
州
で
は
二
〇
〇
五
年
の
選
挙
で
電
子
投
票
が
採
用
さ
れ
た
が
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
主
席
選
挙
管
理
官
が
疑
義
を
表
明
し
七
八、二
〇
〇
六
年
に
報
告
書
七
九を
公
開
し
て
技
術
標
準
が
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
貧
弱
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
八
〇。
オ
ン
タ
リ
オ
州
で
は
、
紙
に
代
わ
る
投
票
手
段
︵
alternative voting ︶
を
充
実
さ
せ
る
た
め
二
〇
〇
三
年
の
選
挙
で
Canvote 社
八
一の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
及
び
電
話
投
票
を
実
施
し
た
︵
有
権
者
に
は
事
前
に
ID
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
郵
送
し
、
ウ
ェ
ッ
ブ
サ
イ
ト
上
か
ら
投
票
す
る
方
式
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
が
実
施
さ
れ
た
︶
八
二。
二
〇
〇
四
年
の
報
告
書
で
は
、
キ
オ
ス
ク
型
︵
第
二
段
階
︶
の
電
子
投
票
の
普
及
を
め
ざ
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
八
三。
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?
??
?
?
?
?
?
??
??
?
?
?
?
?
?
?
　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
、
二
〇
〇
三
年
に
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
電
子
投
票
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
投
票
が
実
施
さ
れ
た
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
投
票
に
は
約
二
〇
選
挙
区
で
五
〇
万
人
の
有
権
者
が
参
加
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
リ
ー
ス
さ
れ
た
ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ン
式
の
電
子
投
票
機
が
使
用
さ
れ
た
八
四。
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
市
政
府
の
報
告
書
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
投
票
に
お
け
る
調
査
の
結
果
、
電
子
投
票
に
は
開
票
に
要
す
る
時
間
と
費
用
、
有
権
者
の
ア
ク
セ
ス
性
な
ど
の
点
か
ら
利
点
が
多
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
い
る
八
五。
そ
の
後
、
二
〇
〇
五
年
に
も
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
電
子
投
票
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
投
票
が
実
施
さ
れ
た
。
二
〇
〇
五
年
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
投
票
で
は
、
D
RE
方
式
電
子
投
票
機
だ
け
で
は
な
く
、
BM
D
等
数
種
類
の
電
子
投
票
機
が
使
用
さ
れ
た
八
六。
?
??
??
?
?
?
?
?
?
　
コ
ス
タ
リ
カ
で
は
、
二
〇
〇
二
年
に
電
子
投
票
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
投
票
が
実
施
さ
れ
た
八
七。
　
有
権
者
は
U
nisys 社
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
写
真
入
り
の
ID
カ
ー
ド
で
本
人
確
認
を
行
い
八
八、
ボ
タ
ン
式
の
電
子
投
票
機
で
投
票
を
行
っ
た
。
有
権
者
は
投
票
所
で
紙
の
投
票
用
紙
で
投
票
す
る
か
電
子
投
票
機
を
用
い
る
か
を
選
図 4　アルバータ州の電子投票機
（出典：http://www.votex.ca/en/images/VotexSansDemarrerAngl.swf）
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択
で
き
、
電
子
投
票
機
に
は
投
票
方
向
の
確
認
の
た
め
プ
リ
ン
タ
ー
が
装
備
さ
れ
て
、
有
権
者
の
投
票
結
果
を
印
刷
し
た
。
?
??
??
?
?
?
?
?
?
　
パ
ラ
グ
ア
イ
で
は
、
二
〇
〇
三
年
の
選
挙
で
電
子
投
票
を
初
め
て
実
施
し
た
八
九。
　
電
子
投
票
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
協
力
で
行
わ
れ
、
ブ
ラ
ジ
ル
製
の
電
子
投
票
機
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
九
〇。
有
権
者
の
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
電
子
投
票
に
よ
り
投
票
し
、
電
子
投
票
を
用
い
た
有
権
者
の
投
票
率
は
六
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
紙
の
投
票
用
紙
に
よ
る
投
票
を
行
っ
た
有
権
者
の
六
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回
っ
た
九
一。
ま
た
、
電
子
投
票
を
経
験
し
た
有
権
者
の
九
八
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
が
、
紙
の
投
票
よ
り
も
容
易
で
あ
っ
た
と
答
え
た
と
い
う
。
?
??
??
?
?
?
?
?
　
ブ
ラ
ジ
ル
は
一
八
歳
以
上
の
国
民
に
憲
法
九
二の
規
定
で
投
票
を
義
務
と
し
て
課
し
て
お
り
︵
ブ
ラ
ジ
ル
憲
法
一
四
条
︶
九
三、
比
較
的
に
早
い
時
期
か
ら
電
子
投
票
を
導
入
し
て
き
た
国
の
一
つ
で
あ
る
。
　
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
電
子
投
票
導
入
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
軍
事
政
権
の
末
期
に
起
こ
っ
た
不
正
選
挙
事
件
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
九
四、一
九
九
六
年
の
選
挙
か
ら
電
子
投
票
が
導
入
さ
れ
た
。
電
子
投
票
機
は
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
の
設
計
の
下
に
、
U
nisys 社
九
五と
D
iebold 社
の
子
会
社
で
あ
る
ProCom
p 社
九
六で
製
造
さ
れ
る
。
充
電
式
バ
ッ
テ
リ
ー
で
駆
動
し
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
表
示
さ
れ
る
候
補
者
等
を
テ
ン
キ
ー
で
選
択
す
る
D
RE
方
式
で
あ
る
。
電
子
投
票
機
は
ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ン
で
、
初
期
の
投
票
機
は
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
に
投
票
記
録
を
保
存
し
た
。
現
在
の
電
子
投
票
機
は
U
SB
端
子
な
ど
も
備
え
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
電
子
投
票
機
の
操
作
方
法
に
つ
い
て
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
最
高
選
挙
裁
判
所
︵
三
権
か
ら
独
立
し
た
機
関
で
、
選
挙
行
政
お
よ
び
選
挙
に
関
す
る
司
法
権
限
を
有
す
る
。
Tribunal Superior Eleitoral ︶
の
ウ
ェ
ッ
ブ
サ
イ
ト
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
が
公
開
さ
れ
て
い
る
が
九
七、
テ
ン
キ
ー
式
で
投
票
す
る
。
二
〇
〇
〇
年
の
選
挙
で
は
、
四
〇
万
台
の
電
子
投
票
機
が
使
用
さ
れ
た
九
八。
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こ
の
よ
う
に
長
い
実
績
を
も
つ
ブ
ラ
ジ
ル
の
電
子
投
票
で
あ
る
が
、
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
と
同
様
に
V
V
PA
T
の
導
入
の
是
非
で
あ
る
九
九。
当
初
、
ご
く
少
数
の
電
子
投
票
機
に
だ
け
V
V
PA
T
発
行
機
能
が
つ
い
て
い
た
た
め
、
有
権
者
が
投
票
方
向
の
選
択
後
に
自
己
の
投
票
が
正
し
く
記
録
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
V
V
PA
T
の
発
行
を
求
め
る
動
き
が
高
ま
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
と
同
様
に
V
V
PA
T
に
は
か
え
っ
て
危
険
性
が
あ
る
と
い
う
反
論
も
あ
り
、
議
論
の
末
に
二
〇
〇
二
年
の
連
邦
法
一
〇
〇で
V
V
PA
T
の
装
備
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
結
果
、
二
〇
〇
二
年
の
選
挙
か
ら
V
V
PA
T
機
能
つ
き
の
新
型
電
子
投
票
機
が
導
入
さ
れ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
三
年
の
大
統
領
選
挙
で
使
用
さ
れ
た
電
子
投
票
機
の
う
ち
、
V
V
PA
T
付
き
電
子
投
票
機
は
全
体
図５　ブラジル製電子投票機によるパラグアイの電子投票
（出典：パラグアイ選挙管理委員会ウェッブサイト）
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の
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
選
挙
区
で
使
用
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
と
い
う
一
〇
一。
U
nisys 社
の
二
〇
〇
二
年
製
の
電
子
投
票
機
で
は
、
有
権
者
が
選
択
し
た
投
票
方
向
は
ロ
ー
ル
紙
に
印
刷
さ
れ
、
有
権
者
は
ガ
ラ
ス
窓
越
し
に
そ
れ
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
︵
図
６
︶。
?
??
??
?
?
?
?
?
?
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
は
二
〇
〇
四
年
八
月
一
五
日
に
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
の
解
職
を
問
う
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
で
は
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に
本
拠
を
置
く
多
国
籍
企
業
の
Sm
atm
atic 社
一
〇
二
の
直
接
記
録
式
電
子
投
票
機
︵
SA
ES 3000 ︶
一
〇
三
お
よ
び
Sm
artm
atic 
A
utom
ated Election System
︵
SA
ES
︶
と
称
す
る
シ
ス
テ
ム
が
使
用
さ
れ
た
。
投
票
所
は
八
五
〇
〇
カ
所
で
、
約
二
万
台
の
電
子
投
票
機
が
使
用
さ
れ
た
一
〇
四。
こ
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
結
果
、
五
九
パ
ー
セ
ン
ト
対
四
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
票
差
で
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
の
解
職
は
否
決
さ
れ
た
が
、
こ
の
結
果
に
対
し
、
投
票
の
際
に
組
織
的
な
不
正
が
行
わ
れ
た
と
し
て
野
党
は
猛
反
発
し
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
選
挙
管
理
委
員
会
(N
ational Electoral Council ︶
の
副
委
員
長
も
批
判
に
同
調
し
て
辞
任
す
る
と
い
う
事
態
に
な
っ
た
一
〇
五。
民
間
団
体
の
報
告
書
は
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
的
不
正
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
り
一
〇
六、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
の
研
究
者
が
図６　Unisys社の電子投票機
（出典：http://www.national.com/news/item/0,1735,757,00.html）
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分
析
を
行
っ
た
結
果
で
は
電
子
投
票
機
に
よ
る
明
確
な
不
正
の
証
拠
は
立
証
さ
れ
な
か
っ
た
が
一
〇
七、
事
前
に
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
電
子
投
票
機
の
選
定
に
あ
た
っ
て
不
適
切
な
方
法
が
取
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
等
の
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
　
そ
の
後
、
二
〇
〇
五
年
八
月
に
議
会
選
挙
が
行
わ
れ
、
こ
の
際
に
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
た
Sm
artm
atic 社
の
電
子
投
票
機
が
使
用
さ
れ
た
が
、
二
〇
〇
四
年
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
際
の
教
訓
か
ら
、
事
前
に
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
る
と
共
に
、
有
権
者
の
投
票
方
向
を
紙
製
監
査
証
跡
で
す
べ
て
保
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
一
〇
八。
そ
の
後
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
は
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
二
日
に
大
統
領
の
再
選
制
限
廃
止
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
憲
法
改
正
案
を
問
う
国
民
投
票
が
行
わ
れ
、
小
差
で
憲
法
改
正
が
否
決
さ
れ
た
が
、
こ
の
国
民
投
票
も
電
子
投
票
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
︵
使
用
さ
れ
た
電
子
投
票
機
は
約
三
万
三
千
台
︶
一
〇
九。
　
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
二
〇
〇
四
年
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
お
け
る
組
織
的
不
正
の
疑
い
は
、
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
の
強
権
政
治
と
い
う
同
国
特
有
の
事
情
が
関
係
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に
お
け
る
電
子
投
票
機
の
不
適
切
な
導
入
の
疑
い
の
問
題
は
、
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
の
電
子
投
票
に
飛
び
火
し
た
。
と
い
う
の
も
、
ア
メ
リ
カ
の
主
要
電
子
投
票
機
ベ
ン
ダ
ー
の
一
つ
で
あ
る
Sequoia 社
は
、
Sm
atm
atic 社
の
子
会
社
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
チ
ャ
ベ
ス
大
統
領
が
反
米
的
姿
勢
を
取
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に
本
拠
を
置
く
多
国
籍
企
業
の
子
会
社
の
電
子
投
票
機
が
ア
メ
リ
カ
で
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
自
体
が
不
正
の
疑
い
や
不
信
を
生
ん
だ
。
マ
ロ
ニ
ー
連
邦
下
院
議
員
︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
、
民
主
党
︶
は
、
二
〇
〇
六
年
五
月
四
日
付
で
、
ス
ノ
ー
財
務
長
官
宛
に
Sm
artm
atic 社
に
よ
る
Sequoia 社
の
買
収
に
お
け
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
政
府
の
関
与
に
つ
い
て
調
査
す
る
よ
う
に
要
請
す
る
書
簡
一
一
〇
を
送
付
し
て
い
る
。
マ
ロ
ニ
ー
議
員
の
調
査
要
請
は
、﹃
マ
イ
ア
ミ
ヘ
ラ
ル
ド
﹄
紙
の
一
連
の
報
道
一
一
一に
基
づ
く
も
の
で
、
連
邦
政
府
も
調
査
を
開
始
し
た
一
一
二。
結
局
Sm
artm
atic 社
は
買
収
し
た
Sequoia 社
を
手
放
す
意
向
で
あ
る
と
い
う
一
一
三。
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?
??
??
?
?
?
?
?
メ
キ
シ
コ
で
は
、
二
〇
〇
五
年
九
月
に
コ
ア
ウ
ィ
ラ
︵
Coahuila ︶
州
で
電
子
投
票
が
実
施
さ
れ
た
一
一
四。
メ
キ
シ
コ
で
は
連
邦
全
体
と
し
て
は
電
子
投
票
を
導
入
し
て
い
な
い
が
、
コ
ア
ウ
ィ
ラ
州
は
独
自
に
電
子
投
票
機
の
開
発
を
進
め
、
タ
ッ
チ
ス
ク
リ
ー
ン
式
の
D
RE
方
式
電
子
投
票
機
に
よ
り
電
子
投
票
が
実
施
さ
れ
た
。
な
お
、
コ
ア
ウ
ィ
ラ
州
で
は
、
電
子
投
票
機
を
電
子
投
票
箱
︵
electronic ballot box ︶
と
称
し
て
い
る
。
?
??
?
?
?
?
?
?
?
NIS ?
?
?
??
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
　
欧
州
評
議
会
︵
Council of Europe ︶
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
の
四
六
カ
国
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
国
際
機
関
で
あ
り
、
現
在
四
六
カ
国
の
加
盟
国
と
五
カ
国
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
が
参
加
し
て
い
る
一
一
五。
わ
が
国
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
お
り
、
欧
州
評
議
会
が
作
成
し
た
条
約
の
う
ち
﹁
刑
を
言
い
渡
さ
れ
た
者
の
移
送
に
関
す
る
条
約
﹂
に
加
入
し
、﹁
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
関
す
る
条
約
﹂
に
署
名
し
て
い
る
。
　
欧
州
評
議
会
は
、
二
〇
〇
四
年
に
﹁
暴
力
の
な
い
民
主
的
な
学
校
に
関
す
る
条
約
︵
European Charter for a D
em
ocratic 
School w
ithout V
iolence ︶﹂
一
一
六を
制
定
し
た
。
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
一
一
日
お
よ
び
一
二
日
に
、
条
約
案
の
賛
否
を
問
う
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
が
実
施
さ
れ
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
電
子
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
が
実
施
さ
れ
た
。
電
子
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
参
加
し
た
の
は
、
条
約
の
制
定
作
業
に
参
加
し
た
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
キ
プ
ロ
ス
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ド
イ
ツ
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
マ
ル
タ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ロ
シ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
・
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
、
ス
ペ
イ
ン
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
英
国
、
ス
イ
ス
の
各
国
の
学
校
関
係
者
二
万
七
〇
〇
〇
人
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
参
加
し
た
一
一
七。
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
結
果
、
賛
成
票
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
た
一
一
八。
　
な
お
、
欧
州
評
議
会
の
閣
僚
理
事
会
は
二
〇
〇
四
年
九
月
三
－
〇
日
の
第
八
九
八
回
閣
僚
理
事
会
に
お
い
て
、﹁
電
子
投
票
の
法
律
・
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運
用
・
技
術
的
基
準
に
係
る
加
盟
国
へ
の
閣
僚
理
事
会
勧
告
﹂
を
採
択
し
て
い
る
一
一
九。
?
??
??
?
?
?
?
?
?
CyberVote
　
欧
州
連
合
︵
EU
︶
は
、
一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
ま
で
﹁
CyberV
ote ﹂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
EU
委
員
会
の
資
金
援
助
の
下
に
通
信
業
界
、
大
学
等
が
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
構
成
し
、
EU
市
民
が
将
来
的
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
技
術
要
件
や
法
的
要
件
を
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
二
〇
〇
二
年
に
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ド
イ
ツ
、
二
〇
〇
三
年
に
ド
イ
ツ
お
よ
び
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
投
票
が
実
施
さ
れ
た
一
二
〇。
?
??
??
?
?
?
?
?
?
?
　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
電
子
政
府
化
を
早
い
時
期
か
ら
推
進
し
て
き
た
国
の
一
つ
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
政
府
は
二
〇
〇
四
年
の
地
方
議
会
選
挙
お
よ
び
欧
州
議
会
選
挙
に
お
け
る
電
子
投
票
の
導
入
に
向
け
て
、
電
子
投
票
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
電
子
開
票
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
民
間
ベ
ン
ダ
ー
か
ら
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
受
け
付
け
る
と
発
表
し
た
一
二
一。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
政
府
は
オ
ラ
ン
ダ
の
N
edap 社
一
二
二と
英
国
の
Pow
erV
ote 社
一
二
三の
電
子
投
票
シ
ス
テ
ム
︵
N
edap/Pow
revote ︶
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
電
子
投
票
シ
ス
テ
ム
を
調
達
す
る
の
に
要
し
た
費
用
は
、
四
億
ポ
ン
ド
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
一
二
四。
電
子
投
票
機
は
、
投
票
所
内
で
ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ン
で
使
用
し
、
Ballot M
odule と
よ
ば
れ
る
メ
デ
ィ
ア
に
投
票
を
記
録
す
る
タ
イ
プ
の
も
の
で
︵
図
７
︶、
集
計
用
端
末
は
Ballot M
odule か
ら
票
を
読
み
取
っ
て
集
計
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
デ
ィ
ス
ク
に
記
録
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
二
年
五
月
の
総
選
挙
で
は
、
ダ
ブ
リ
ン
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
で
電
子
投
票
を
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
実
施
し
た
一
二
五。
こ
の
結
果
を
受
け
て
、
二
〇
〇
四
年
の
地
方
議
会
選
挙
お
よ
び
欧
州
議
会
選
挙
で
電
子
投
票
を
実
施
す
る
と
み
ら
れ
て
い
た
。
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と
こ
ろ
が
、
議
会
一
二
六
お
よ
び
市
民
の
間
か
ら
電
子
投
票
へ
の
反
対
論
が
起
こ
っ
た
。
市
民
グ
ル
ー
プ
の
中
で
も
、﹁
信
頼
性
の
あ
る
電
子
投
票
を
め
ざ
す
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
市
民
︵
Irish Citizens for T
rustw
orthy 
Evoting
︶
﹂
一
二
七
は
、
N
edap/Pow
revote
シ
ス
テ
ム
の
問
題
点
と
し
て
特
に
V
V
PA
T
の
欠
如
を
指
摘
し
た
。
こ
の
た
め
政
府
は
電
子
投
票
の
実
施
を
延
期
し
て
、
二
〇
〇
四
年
三
月
に
独
立
委
員
会
と
し
て
電
子
投
票
委
員
会
︵
The Independent Com
m
ission on 
Electronic V
oting and Counting at 
Elections ︶
一
二
八を
設
立
し
、
N
edap 社
製
シ
ス
テ
ム
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
監
査
、
電
子
投
票
の
実
施
に
向
け
た
問
題
点
の
調
査
等
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
六
年
七
月
、
電
子
投
票
委
員
会
は
最
終
報
告
書
を
公
表
し
、
二
一
項
目
か
ら
な
る
改
善
点
を
勧
告
し
た
一
二
九。
勧
告
さ
れ
た
点
を
す
べ
て
改
善
す
る
に
は
相
当
の
費
用
が
か
か
る
と
み
ら
れ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
図７　アイルランドで使用されることになっていた電子投票機
（出典：http://www.cev.ie/htm/report/second_report/pdf/Appendix%201%20System%20Overview.pdf）
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電
子
投
票
は
目
下
、
中
断
状
況
に
あ
る
。
?
??
??
?
?
?
?
?
　
イ
タ
リ
ア
で
は
、
二
〇
〇
四
年
の
欧
州
連
合
議
会
議
員
選
挙
に
際
し
て
電
子
投
票
が
パ
イ
ロ
ッ
ト
実
施
さ
れ
た
一
三
〇。
　
ま
た
地
方
自
治
体
で
は
﹁
ProV
otE
﹂
と
よ
ば
れ
る
電
子
投
票
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
二
〇
〇
五
年
に
は
レ
ン
テ
ィ
ー
ノ
＝
ア
ル
ト
・
ア
デ
ィ
ジ
ェ
州
ト
レ
ン
ト
県
の
コ
ム
ー
ネ
の
一
つ
で
あ
る
ダ
イ
ア
ー
ノ
︵
D
iano ︶
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
投
票
が
行
わ
れ
た
一
三
一。
ま
た
、
ト
レ
ン
ト
州
で
は
二
〇
〇
三
年
に
選
挙
法
を
改
正
し
て
電
子
投
票
を
導
入
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
二
〇
〇
八
年
一
一
月
の
選
挙
で
電
子
投
票
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
一
三
二。
?
??
??
?
?
?
　
英
国
の
電
子
投
票
の
推
進
状
況
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
で
異
な
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
〇
二
年
、
二
〇
〇
三
年
、
二
〇
〇
四
年
、
二
〇
〇
六
年
、
二
〇
〇
七
年
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
投
票
が
実
施
さ
れ
て
い
る
一
三
三。
二
〇
〇
二
年
に
電
子
投
票
に
関
す
る
報
告
書
が
公
表
さ
れ
、
電
話
機
を
使
用
す
る
方
法
、
携
帯
電
話
の
テ
キ
ス
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
使
用
す
る
方
法
、
キ
オ
ス
ク
型
、
パ
ソ
コ
ン
を
用
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
投
票
す
る
方
法
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
っ
て
投
票
す
る
方
法
な
ど
が
提
案
さ
れ
た
一
三
四。
二
〇
〇
三
年
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
投
票
は
、
二
〇
〇
二
年
の
報
告
書
で
提
案
さ
れ
た
各
種
の
方
法
を
試
す
た
め
、
一
八
の
自
治
体
で
一
五
〇
万
人
が
パ
イ
ロ
ッ
ト
投
票
に
参
加
す
る
と
い
う
大
き
な
規
模
で
実
施
さ
れ
た
一
三
五。
ま
た
、
二
〇
〇
四
年
の
欧
州
連
合
議
会
議
員
選
挙
に
際
し
て
も
、
電
子
投
票
が
パ
イ
ロ
ッ
ト
実
施
さ
れ
た
一
三
六。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
電
子
投
票
の
特
色
は
、
電
子
投
票
が
﹁
電
子
民
主
主
義
︵
e-dem
ocracy
︶﹂
の
一
貫
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
が
、
電
子
投
票
に
関
す
る
管
轄
が
憲
法
問
題
省
︵
D
epartm
ent of Constitutional A
ﬀairs ︶
一
三
七に
移
り
、
今
後
の
動
向
に
つ
い
て
は
不
透
明
な
部
分
が
出
て
き
て
い
る
一
三
八。
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一
方
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
に
際
し
て
投
票
用
紙
を
光
学
ス
キ
ャ
ン
し
て
電
子
的
に
計
票
す
る
方
法
が
導
入
さ
れ
た
が
、
選
挙
結
果
の
確
定
が
遅
延
し
た
一
三
九。
第
三
者
委
員
会
の
報
告
書
で
は
、
そ
の
一
因
と
し
て
、
電
子
的
計
票
の
手
順
に
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
上
の
リ
ス
ク
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
一
四
〇。
?
??
??
?
?
?
?
?
?
　
全
国
的
に
﹁
第
三
段
階
﹂
の
電
子
投
票
に
よ
っ
て
国
会
議
員
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
か
つ
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
の
モ
デ
ル
と
し
て
最
近
注
目
を
浴
び
て
い
る
の
が
、
旧
・
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
か
ら
独
立
し
た
バ
ル
ト
三
国
の
一
つ
で
あ
る
エ
ス
ト
ニ
ア
の
事
例
で
あ
る
。
エ
ス
ト
ニ
ア
で
は
二
〇
〇
二
年
か
ら
電
子
投
票
の
実
験
が
行
わ
れ
、
二
〇
〇
五
年
の
地
方
議
会
議
員
選
挙
で
正
式
に
電
子
投
票
が
採
用
さ
れ
た
。
こ
の
電
子
投
票
が
成
功
裡
に
終
わ
っ
た
た
め
、
二
〇
〇
七
年
に
行
わ
れ
た
国
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
電
子
投
票
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
電
子
投
票
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
て
い
る
自
宅
、
勤
務
先
そ
の
他
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
第
三
段
階
の
電
子
投
票
が
国
会
議
員
選
挙
で
採
用
さ
れ
た
例
と
し
て
は
、
世
界
で
初
め
て
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
　
エ
ス
ト
ニ
ア
選
挙
法
一
四
一に
お
い
て
は
、
電
子
投
票
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
四
四
条
︻
電
子
投
票
︼
一　
選
挙
人
は
、
本
法
三
八
条
二
項
三
号
に
定
め
る
期
間
中
に
選
挙
管
理
委
員
会
の
ウ
ェ
ッ
ブ
ペ
ー
ジ
上
で
電
子
的
に
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
選
挙
人
は
、
自
分
自
身
で
投
票
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二　
選
挙
人
は
、
デ
ジ
タ
ル
認
証
が
可
能
な
身
分
証
明
書
の
認
証
に
よ
っ
て
選
挙
人
本
人
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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三　
本
人
認
証
の
終
了
後
、
選
挙
人
の
居
住
す
る
選
挙
区
の
候
補
者
名
簿
が
ウ
ェ
ッ
ブ
ペ
ー
ジ
上
で
選
挙
人
に
対
し
て
表
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
四　
選
挙
人
は
、
選
挙
人
の
居
住
す
る
選
挙
区
の
候
補
者
の
中
か
ら
選
好
す
る
候
補
者
の
氏
名
を
選
択
し
、
身
分
証
明
書
上
の
デ
ジ
タ
ル
署
名
に
よ
る
認
証
を
可
能
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
署
名
に
よ
っ
て
投
票
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
五　
投
票
を
受
理
し
た
旨
の
通
知
は
、
ウ
ェ
ッ
ブ
ペ
ー
ジ
上
で
選
挙
人
に
対
し
て
表
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
六　
選
挙
人
は
、
次
の
各
号
に
よ
っ
て
投
票
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
︵
一
︶　
本
法
三
八
条
二
項
三
号
の
定
め
る
期
間
に
、
電
子
的
に
再
投
票
す
る
。
︵
二
︶　
本
法
四
〇
条
ー
四
三
条
、
四
五
条
、
四
七
条
の
規
定
す
る
手
続
に
従
い
、
投
票
日
の
六
日
前
か
ら
四
日
前
ま
で
に
投
票
用
紙
で
投
票
す
る
。
エ
ス
ト
ニ
ア
の
電
子
投
票
で
は
、
有
権
者
は
次
の
よ
う
な
方
法
で
投
票
す
る
一
四
二。
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
て
い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
、
ID
カ
ー
ド
用
の
リ
ー
ダ
ー
を
装
着
し
、
専
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
。
専
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
、
W
indow
s 、
M
acO
S お
よ
び
Linux 用
が
提
供
さ
れ
て
い
る
一
四
三。
ID
カ
ー
ド
を
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
挿
入
し
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
運
営
す
る
投
票
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︵
図
８
︶
に
ア
ク
セ
ス
す
る
。
②
ID
カ
ー
ド
上
の
PIN
に
よ
り
本
人
認
証
を
行
う
。
③
選
挙
人
に
投
票
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
を
サ
ー
バ
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
④
選
挙
人
の
居
住
す
る
選
挙
区
の
候
補
者
が
表
示
さ
れ
る
。
⑤
選
挙
人
は
投
票
方
向
の
決
定
を
行
う
。
⑥
選
挙
人
は
自
己
の
選
好
を
、
デ
ジ
タ
ル
署
名
に
よ
っ
て
確
認
す
る
︵
②
と
は
異
な
る
PIN
を
用
い
る
︶。
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⑦
開
票
時
に
は
デ
ジ
タ
ル
署
名
は
す
べ
て
削
除
し
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
無
記
名
状
態
と
な
っ
た
票
を
用
い
て
開
票
作
業
を
行
う
。
　
エ
ス
ト
ニ
ア
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
す
る
電
子
投
票
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
一
つ
の
要
因
は
、
IC
チ
ッ
プ
を
内
蔵
し
た
ID
カ
ー
ド
︵
身
分
証
明
書
︶
が
普
及
し
て
い
る
た
め
一
四
四、
有
権
者
の
本
人
確
認
を
ID
カ
ー
ド
の
電
子
署
名
機
能
を
利
用
し
て
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
に
あ
る
︵
図
９
︶。
二
〇
〇
七
年
の
国
会
議
員
選
挙
に
お
け
る
有
権
者
の
数
は
八
九
万
七
二
四
三
人
︵
エ
ス
ト
ニ
ア
の
人
口
は
約
一
三
五
万
人
︶
で
、
実
際
の
投
票
は
五
五
万
五
四
六
三
票
で
あ
っ
た
︵
投
票
率
は
約
六
二
パ
ー
セ
ン
ト
︶。
電
子
投
票
は
二
月
二
六
日
か
ら
二
八
日
ま
で
受
け
付
け
ら
れ
、
投
票
数
は
三
万
一
〇
六
四
票
と
な
っ
た
︵
投
票
の
う
ち
一
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
が
電
子
投
票
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
一
四
五︶。
な
お
、
二
〇
〇
七
年
の
選
挙
に
際
し
て
、
欧
州
安
全
保
障
・
協
力
機
構
︵
O
SCE
︶
民
主
的
機
構
及
び
人
権
局
︵
O
ﬃ
ce for 
D
em
ocratic Institutions and H
um
an Rights ︶
か
ら
監
視
団
が
派
遣
さ
れ
た
が
、
監
視
団
の
報
告
書
に
お
い
て
も
、
電
子
投
票
で
深
刻
な
ト
ラ
ブ
ル
や
不
正
が
あ
っ
た
と
い
う
報
告
は
な
く
、
電
子
投
図８　エストニア選挙管理委員会の電子投票用ホームページ
（投票期間が終了しているため、電子投票は終了した旨が表示されている）
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票
用
の
ウ
ェ
ッ
ブ
サ
イ
ト
上
の
表
記
が
エ
ス
ト
ニ
ア
語
の
み
で
ロ
シ
ア
語
が
用
意
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
っ
た
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
一
四
六。
ま
た
、
投
票
の
秘
密
の
保
障
に
関
し
て
は
、﹁
二
重
封
筒
﹂
方
式
を
採
用
し
、
投
票
方
向
は
﹁
内
側
の
封
筒
﹂
デ
ー
タ
と
し
て
暗
号
化
し
、
さ
ら
に
﹁
外
側
の
封
筒
﹂
に
入
れ
て
電
子
署
名
す
る
と
い
う
技
術
的
方
式
に
よ
っ
て
、
選
挙
人
の
投
票
方
向
が
秘
密
と
な
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
と
い
う
一
四
七。
?
??
??
?
?
?
?
?
　
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
早
い
時
期
か
ら
紙
の
投
票
用
紙
で
は
な
く
投
票
機
に
よ
る
投
票
が
行
わ
れ
て
お
り
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭
か
ら
電
子
投
票
機
が
使
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
一
九
九
七
年
に
電
子
投
票
機
の
認
証
基
準
が
制
定
さ
れ
て
、
N
edap 社
一
四
八製
の
電
子
投
票
機
︵
D
RE
方
式
電
子
投
票
機
︶
が
普
及
し
た
。
ま
た
、
在
外
投
票
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
専
門
家
か
ら
N
edap 社
の
電
子
投
票
機
﹁
ES 3B
﹂︵
約
八
三
〇
〇
台
を
オ
ラ
ン
ダ
政
府
に
納
入
︶
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
一
四
九、
テ
レ
ビ
番
組
で
も
特
集
さ
れ
る
ほ
ど
の
議
論
に
な
っ
た
た
め
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
は
二
〇
〇
六
年
一
一
月
の
選
挙
直
前
、
N
edap 社
お
よ
び
SD
U
社
の
電
子
投
票
機
の
使
用
を
禁
止
し
て
、
紙
の
投
票
用
紙
に
よ
る
選
挙
を
実
施
し
た
一
五
〇。
欧
州
安
全
保
障
・
協
力
機
構
︵
O
SCE
︶
民
主
的
機
構
及
び
人
権
局
︵
O
ﬃ
ce for D
em
ocratic Institutions 
and H
um
an Rights ︶
か
ら
派
遣
さ
れ
た
選
挙
監
視
団
の
報
告
書
は
、
N
edap 社
図９　エストニアのIDカード
（出典：http://www.id.ee/11112）
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の
シ
ス
テ
ム
に
は
投
票
が
確
実
に
記
録
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
手
段
が
全
く
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
一
五
一。
前
述
し
た
よ
う
に
、
N
edap 社
の
シ
ス
テ
ム
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
も
輸
出
さ
れ
て
い
た
た
め
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
電
子
投
票
の
実
施
が
延
期
に
な
る
と
い
う
事
態
も
発
生
さ
せ
て
い
る
。
?
??
??
?
?
?
?
?
?
?
　
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
は
、
二
〇
〇
四
年
の
国
会
議
員
選
挙
で
初
め
て
一
部
の
投
票
所
に
電
子
投
票
機
が
導
入
さ
れ
た
一
五
二。
二
〇
〇
五
年
の
大
統
領
選
挙
で
は
さ
ら
に
大
規
模
に
電
子
投
票
が
導
入
さ
れ
、
有
権
者
の
三
人
に
一
人
は
電
子
投
票
を
利
用
し
た
と
い
う
一
五
三。
　
二
〇
〇
七
年
の
国
会
議
員
選
挙
で
も
電
子
投
票
が
実
施
さ
れ
、
一
五
一
二
箇
所
の
投
票
所
で
﹁
Sailau ﹂
と
称
す
る
電
子
投
票
シ
ス
テ
ム
が
利
用
さ
れ
た
。
有
権
者
は
投
票
所
で
電
子
投
票
か
紙
の
投
票
用
紙
に
よ
る
投
票
か
を
任
意
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
欧
州
安
全
保
障
・
協
力
機
構
︵
O
SCE
︶
が
送
っ
た
選
挙
監
視
団
の
報
告
書
は
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
電
子
投
票
に
つ
い
て
、
V
V
PA
T
機
能
が
な
い
こ
と
、
有
権
者
の
投
票
の
秘
密
が
侵
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
こ
と
、
電
子
投
票
シ
ス
テ
ム
の
認
証
に
関
す
る
選
挙
法
の
規
定
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
こ
と
、
等
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
一
五
四。
ま
た
監
視
団
は
電
子
投
票
シ
ス
テ
ム
の
認
証
基
準
を
整
備
し
て
公
表
す
る
こ
と
、
V
V
PA
T
ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る
監
査
証
跡
を
導
入
す
る
こ
と
、
四
ケ
タ
の
暗
証
番
号
制
度
を
廃
止
し
て
有
権
者
の
本
人
認
証
シ
ス
テ
ム
と
投
票
シ
ス
テ
ム
と
を
分
離
す
る
こ
と
を
勧
告
し
て
い
る
一
五
五。
?
??
??
?
?
?
?
　
ス
イ
ス
は
現
代
に
お
い
て
も
直
接
民
主
制
を
維
持
し
て
い
る
国
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
国
民
は
住
民
投
票
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
、
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
お
い
て
投
票
す
る
機
会
が
多
い
。
こ
の
こ
と
が
ス
イ
ス
に
お
い
て
電
子
投
票
を
採
用
す
る
き
っ
か
け
の
一
つ
と
な
っ
た
。
ま
た
、
ス
イ
ス
で
は
郵
便
投
票
制
度
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
情
報
化
時
代
を
迎
え
て
、
郵
便
投
票
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
に
置
き
換
え
る
こ
と
も
目
標
と
さ
れ
た
。
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二
〇
〇
五
年
ま
で
に
、
フ
ラ
ン
ス
語
圏
で
あ
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
お
よ
び
ニ
ュ
ー
シ
ャ
テ
ル
、
ド
イ
ツ
語
圏
で
あ
る
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
の
三
州
で
電
子
投
票
が
パ
イ
ロ
ッ
ト
実
施
さ
れ
た
。
　
こ
の
う
ち
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
州
は
最
も
電
子
投
票
に
対
し
て
積
極
的
で
あ
り
、
法
的
効
力
を
も
つ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
も
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
す
る
が
、
特
別
な
装
置
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
必
要
で
は
な
く
、
有
権
者
に
は
事
前
に
投
票
用
カ
ー
ド
を
郵
送
す
る
。
カ
ー
ド
に
は
ス
ク
ラ
ッ
チ
部
分
が
あ
り
、
ス
ク
ラ
ッ
チ
部
分
を
削
り
取
る
と
、
そ
の
下
に
ID
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
有
権
者
は
電
子
投
票
用
の
ウ
ェ
ッ
ブ
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
ID
コ
ー
ド
を
入
力
し
て
本
人
確
認
を
行
う
。
有
権
者
は
そ
の
後
投
票
を
行
う
が
、
さ
ら
に
本
人
確
認
の
た
め
生
年
月
日
と
出
身
地
の
入
力
を
求
め
ら
れ
る
。
投
票
記
録
は
暗
号
化
し
て
サ
ー
バ
に
送
ら
れ
、
そ
の
後
、
さ
ら
に
別
の
開
票
用
サ
ー
バ
に
送
ら
れ
る
一
五
六。
?
??
??
?
?
?
?
?
?
　
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
一
九
九
六
年
か
ら
カ
タ
ロ
ニ
ア
自
治
区
の
政
府
に
よ
っ
て
電
子
投
票
が
パ
イ
ロ
ッ
ト
実
施
さ
れ
て
い
る
一
五
七。
二
〇
〇
三
年
の
カ
タ
ロ
ニ
ア
自
治
区
選
挙
で
は
、
各
地
に
居
住
す
る
カ
タ
ロ
ニ
ア
人
の
投
票
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
投
票
所
で
は
電
子
投
票
が
行
わ
れ
る
と
同
時
図10　ジュネーブ州の投票カード
（出典：http://www.geneve.ch/evoting/doc/carte_vote_2005.pdf）
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に
在
外
カ
タ
ロ
ニ
ア
人
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
が
試
行
さ
れ
た
。
カ
タ
ロ
ニ
ア
自
治
区
政
府
の
ウ
ェ
ッ
ブ
サ
イ
ト
を
通
じ
て
パ
イ
ロ
ッ
ト
投
票
に
関
す
る
広
報
が
行
わ
れ
、
有
権
者
の
本
人
確
認
は
ID
と
パ
ス
ワ
ー
ド
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
一
五
八。
実
施
結
果
に
つ
い
て
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
実
施
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
国
別
の
利
用
度
が
か
な
り
異
な
っ
て
お
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
も
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
一
五
九。
?
??
??
?
?
?
?
?
?
?
　
ス
ロ
ベ
ニ
ア
で
は
、
二
〇
〇
三
年
に
電
子
投
票
の
導
入
を
含
め
た
選
挙
法
の
改
正
案
が
提
案
さ
れ
、
情
報
社
会
省
は
電
子
投
票
の
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
一
六
〇。
し
か
し
、
電
子
投
票
に
対
し
て
議
会
内
に
反
対
派
が
多
く
、
正
式
な
導
入
は
実
現
し
て
い
な
い
。
?
??
??
?
?
?
?
?
?
　
二
〇
〇
七
年
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
選
挙
で
は
、
一
部
の
投
票
所
で
電
子
投
票
が
実
施
さ
れ
、
約
一
五
〇
〇
万
人
の
有
権
者
が
電
子
投
票
に
よ
り
投
票
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
電
子
投
票
は
、
有
権
者
が
投
票
所
で
ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ン
式
の
D
RE
方
式
電
子
投
票
機
に
よ
り
投
票
す
る
と
い
う
形
態
で
実
施
さ
れ
、
使
用
さ
れ
た
電
子
投
票
機
に
は
V
V
PA
T
発
行
機
能
は
装
備
さ
れ
て
い
な
図11　カタロニア自治区政府の電子投票に関するウェッブサイト
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か
っ
た
一
六
一。
今
回
の
電
子
投
票
に
際
し
て
は
ア
メ
リ
カ
の
ES&
S 社
一
六
二、
ス
ペ
イ
ン
の
Indra 社
一
六
三、
オ
ラ
ン
ダ
の
N
edap 社
の
シ
ス
テ
ム
が
フ
ラ
ン
ス
政
府
か
ら
事
前
に
認
可
を
受
け
一
六
四、
使
用
さ
れ
た
電
子
投
票
機
の
う
ち
約
一
六
〇
台
は
ES&
S 社
が
納
入
し
た
﹁
iV
otornic ﹂
で
あ
っ
た
一
六
五。
?
??
??
?
?
?
?
?
?
　
ベ
ル
ギ
ー
は
義
務
投
票
制
度
を
取
っ
て
お
り
、
電
子
投
票
が
広
く
普
及
し
て
い
る
。
ベ
ル
ギ
ー
の
電
子
投
票
に
つ
い
て
は
、
詳
細
を
紹
介
す
る
文
献
も
あ
る
の
で
一
六
六、
こ
こ
で
は
概
略
を
述
べ
て
お
く
に
と
ど
め
た
い
。
　
ベ
ル
ギ
ー
の
電
子
投
票
は
一
九
九
一
年
か
ら
導
入
さ
れ
、
一
九
九
四
年
に
法
律
が
制
定
さ
れ
て
全
国
的
に
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
六
年
の
選
挙
で
は
五
回
目
の
実
施
と
な
り
、
四
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
有
権
者
が
電
子
投
票
を
利
用
し
た
。
Steria 社
一
六
七製
の
﹁
D
igivote ﹂ と
Stesud 社
製
の
﹁
Jites ﹂
と
い
う
二
種
類
の
電
子
投
票
機
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
有
権
者
は
本
人
確
認
の
後
、
磁
気
の
投
票
カ
ー
ド
を
受
け
取
り
、
磁
気
カ
ー
ド
を
投
票
ブ
ー
ス
の
投
票
機
に
挿
入
す
る
と
候
補
者
リ
ス
ト
が
表
示
さ
れ
る
。
有
権
者
が
投
票
の
選
択
を
行
う
と
、
投
票
機
は
磁
気
カ
ー
ド
に
記
録
す
る
。
そ
の
後
、
有
権
者
は
磁
気
カ
ー
ド
を
電
子
投
票
箱
に
挿
入
す
る
。
開
票
は
、
投
票
箱
か
ら
回
収
し
た
磁
気
カ
ー
ド
の
記
録
に
よ
っ
て
行
う
。
右
の
方
法
に
加
え
て
、
二
〇
〇
三
年
に
は
V
V
A
PT
の
発
行
も
試
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
九
九
九
年
か
ら
、
光
学
読
み
取
り
シ
ス
テ
ム
の
併
用
も
行
わ
れ
て
お
り
、
有
権
者
が
マ
ー
ク
シ
ー
ト
式
の
投
票
用
紙
を
投
票
箱
に
投
入
す
る
と
、
た
だ
ち
に
そ
れ
を
光
学
読
み
取
り
シ
ス
テ
ム
が
ス
キ
ャ
ン
し
て
電
磁
的
記
録
に
変
換
す
る
と
い
う
方
法
も
併
用
さ
れ
て
い
る
。
?
??
??
?
?
?
?
?
?
?
　
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、
二
〇
〇
四
年
の
欧
州
議
会
議
員
選
挙
で
初
め
て
電
子
投
票
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
投
票
を
行
っ
た
。
二
〇
〇
五
年
の
総
選
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挙
に
お
い
て
も
、
電
子
投
票
お
よ
び
紙
の
投
票
用
紙
を
光
学
ス
キ
ャ
ン
す
る
方
式
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
投
票
が
行
わ
れ
た
。
有
権
者
は
、
紙
の
投
票
用
紙
に
よ
る
通
常
の
投
票
を
終
え
た
後
に
、
電
子
投
票
機
に
よ
る
投
票
を
行
っ
た
。
ま
た
二
〇
〇
五
年
の
総
選
挙
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
に
よ
る
在
外
居
住
者
の
投
票
に
つ
い
て
も
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
投
票
が
実
施
さ
れ
た
一
六
八。
?
??
??
?
?
?
?
?
　
ロ
シ
ア
で
は
、
こ
の
数
年
各
種
の
選
挙
制
度
改
革
が
続
い
て
い
る
が
一
六
九、
ロ
シ
ア
連
邦
内
で
実
施
さ
れ
る
選
挙
の
結
果
は
、﹁
V
ybory
﹂
と
称
す
る
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
自
動
的
に
集
計
さ
れ
る
。
﹁
V
ybory
﹂
は
ロ
シ
ア
連
邦
選
挙
管
理
委
員
会
が
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
全
土
の
選
挙
結
果
を
た
だ
ち
に
集
計
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
さ
ら
に
選
挙
の
自
動
化
を
進
め
る
た
め
、﹁
V
ybory
﹂
に
電
子
投
票
箱
を
接
続
し
、
有
権
者
が
マ
ー
ク
し
た
マ
ー
ク
シ
ー
ト
投
票
用
紙
を
図12　電子投票箱の構造
（出典：http://www.coe.int/t/e/integrated_projects/democracy/02_activities/02_e%2Dvoting/
01_recommendation/GGIS(2006)1E%20Fin.%20-%20Programme%20-%20e-voting%20review
%20meeting%2023-24%20Nov.asp#TopOfPage）
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投
票
箱
に
入
れ
る
と
、
た
だ
ち
に
電
子
投
票
箱
が
投
票
用
紙
を
光
学
ス
キ
ャ
ン
し
て
電
磁
的
記
録
を
作
成
し
、
当
該
の
記
録
を
使
用
し
て
﹁
V
ybory
﹂
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
集
計
す
る
と
い
う
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
て
い
る
一
七
〇。
ま
た
、﹁
V
ybory
﹂
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
を
行
う
シ
ス
テ
ム
を
接
続
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
を
実
施
す
る
計
画
も
あ
る
。
?
??
?
?
?
?
??
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
　
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
は
、
七
首
長
国
か
ら
な
る
連
邦
国
家
で
あ
る
が
、
二
〇
〇
六
年
に
建
国
以
来
初
の
連
邦
国
民
評
議
会
︵
Federal 
N
ational Council = FN
C
︶
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
　
選
挙
の
実
施
に
先
だ
っ
て
、
二
〇
〇
六
年
に
選
挙
管
理
委
員
会
︵
U
A
E N
ational Election Com
m
ission
︶
一
七
一が
設
立
さ
れ
た
。
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
IT
の
先
進
国
と
し
て
の
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
を
象
徴
す
る
こ
と
や
、
投
票
の
し
や
す
さ
、
コ
ス
ト
等
の
面
か
ら
電
子
投
票
の
導
入
が
計
画
さ
れ
一
七
二、
情
報
技
術
の
専
門
家
か
ら
な
る
チ
ー
ム
が
各
国
の
電
子
投
票
の
実
例
に
つ
い
て
検
討
し
た
一
七
三。
そ
の
結
果
、
電
子
投
票
の
採
用
が
正
式
に
決
定
さ
れ
、
政
府
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
一
七
四。
二
〇
〇
六
年
一
二
月
に
初
の
選
挙
が
電
子
投
票
で
行
わ
れ
、
議
員
の
半
数
の
二
〇
名
が
六
六
八
九
人
の
選
挙
人
︵
う
ち
女
性
一
一
八
九
人
︶
の
投
票
で
選
出
さ
れ
た
︵
女
性
は
一
名
当
選
︶。
さ
ら
に
二
〇
〇
七
年
二
月
、
他
の
勅
選
議
員
二
〇
名
︵
う
ち
女
性
八
名
︶
が
各
首
長
に
よ
り
任
命
さ
れ
て
、
FN
C
が
発
足
し
た
。
?
??
?
?
?
?
?
?
?
??
??
?
?
?
?
?
?
?
?
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
首
都
特
別
地
域
︵
The A
ustralian Capital Territory = A
CT
︶
に
お
い
て
電
子
投
票
の
導
入
が
検
討
さ
れ
、
一
九
九
二
年
に
首
都
特
別
地
域
選
挙
管
理
委
員
会
が
首
都
特
別
地
域
政
府
に
対
し
、
特
別
地
域
議
会
選
挙
に
電
子
投
票
を
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導
入
す
る
よ
う
に
勧
告
し
た
。
こ
の
結
果
、
一
九
九
二
年
に
首
都
特
別
地
域
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
て
電
子
投
票
が
許
容
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
電
子
投
票
機
を
設
置
し
て
い
な
い
投
票
所
で
投
票
さ
れ
た
紙
の
投
票
用
紙
に
よ
る
投
票
を
、
電
子
的
な
デ
ー
タ
に
変
換
し
て
、
電
子
集
計
す
る
と
い
う
試
み
も
行
わ
れ
て
い
る
。
A
CT
に
お
い
て
電
子
投
票
と
電
子
集
計
が
導
入
さ
れ
た
背
景
に
は
、
強
制
投
票
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る
た
め
投
票
率
が
高
く
開
票
す
る
票
数
が
多
い
こ
と
に
加
え
、
ヘ
ア
ー
・
ク
ラ
ー
ク
移
譲
式
一
七
五と
い
う
複
雑
な
開
票
計
算
を
要
す
る
選
挙
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
、
電
子
集
計
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ヘ
ア
ー
・
ク
ラ
ー
ク
移
譲
式
の
開
票
計
算
に
対
応
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
一
七
六。
　
一
九
九
二
年
首
都
特
別
地
域
選
挙
法
一
一
八
条
Ａ
お
よ
び
一
一
八
条
Ｂ
一
七
七は
、
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。
一
一
八
条
Ａ
︻
電
子
的
投
票
お
よ
び
計
票
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
認
可
︼
︵
一
︶　
[ 選
挙
管
理
委
員
会
] 委
員
長
は
、
選
挙
に
お
け
る
投
票
お
よ
び
票
の
計
算
を
電
子
的
に
行
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
認
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
︵
二
︶　
委
員
長
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
以
下
の
各
号
に
定
め
る
条
件
を
み
た
す
場
合
に
の
み
認
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
︵
ａ
︶　
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
適
正
に
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
支
援
な
し
に
票
の
計
算
を
行
っ
た
場
合
と
同
じ
計
算
結
果
を
提
供
す
る
場
合
。
︵
ｂ
︶　
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
有
権
者
に
対
し
て
、﹁
一
﹂
で
始
ま
る
選
好
を
連
続
的
に
示
す
こ
と
を
許
容
す
る
場
合
。
︵
ｃ
︶　
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
有
権
者
に
対
し
て
、
投
票
を
処
理
す
る
前
に
い
か
な
る
誤
り
も
訂
正
す
る
機
会
を
与
え
て
い
る
場
合
。
︵
ｄ
︶　
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
有
権
者
に
対
し
て
、
い
か
な
る
候
補
者
も
選
好
し
な
い
と
い
う
白
票
を
投
ず
る
こ
と
を
許
容
す
る
場
合
。
︵
ｅ
︶　
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
特
定
の
有
権
者
が
ど
の
よ
う
に
投
票
し
た
か
を
検
索
で
き
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
場
合
。
︵
ｆ
︶　
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
委
員
長
が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
四
[ ※
一
八
五
条
に
定
め
る
計
票
結
果
の
確
定
] に
定
め
る
抽
選
に
よ
る
決
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定
を
行
っ
て
い
る
間
、
休
止
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
場
合
。
︵
ｇ
︶　
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
投
票
所
閉
鎖
後
の
い
か
な
る
時
に
も
選
好
の
指
示
的
抄
録
を
作
成
で
き
る
場
合
。
︵
三
︶　
第
一
項
に
定
め
る
認
可
に
つ
い
て
は
、
書
面
で
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。
︵
四
︶　
委
員
長
は
、
選
挙
に
お
け
る
票
の
計
算
に
用
い
る
認
可
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
使
用
に
関
係
し
て
、
遵
守
さ
れ
る
べ
き
手
続
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
︵
五
︶　
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
委
員
長
は
以
下
の
各
号
に
関
す
る
手
続
を
認
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
︵
ａ
︶　
紙
の
投
票
用
紙
に
示
さ
れ
た
選
好
を
、
認
可
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
入
力
す
る
こ
と
。
︵
ｂ
︶　
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
い
て
票
の
計
算
を
行
う
際
に
、︵
ⅰ
︶
す
べ
て
の
候
補
者
を
第
一
に
選
好
す
る
と
記
録
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
排
除
さ
れ
な
か
っ
た
投
票
用
紙
の
数
、
お
よ
び
︵
ⅱ
︶
無
効
票
の
数
を
集
計
す
る
こ
と
。
一
一
八
条
Ｂ
︻
電
子
投
票
機
器
お
よ
び
関
連
資
材
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
︼
︵
一
︶　
委
員
長
は
、
電
子
投
票
に
関
係
し
て
使
用
す
る
か
、
使
用
す
る
こ
と
を
企
図
さ
れ
て
い
る
電
子
機
器
等
お
よ
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
常
時
妨
害
か
ら
保
護
さ
れ
る
よ
う
に
保
つ
た
め
の
方
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
︵
二
︶　
委
員
長
は
、
投
票
所
ま
た
は
開
票
所
で
作
成
さ
れ
た
電
子
的
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・
コ
ピ
ー
を
、
次
の
い
ず
れ
か
が
生
じ
る
ま
で
の
間
、
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
︵
ａ
︶　
次
回
選
挙
の
予
備
選
挙
期
間
の
開
始
。
︵
ｂ
︶　
文
書
類
が
委
員
長
、
委
員
会
の
他
の
委
員
ま
た
は
委
員
会
の
事
務
職
員
が
本
法
に
定
め
る
行
為
を
行
う
の
に
必
要
と
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
き
。
　
二
〇
〇
一
年
に
は
A
CT
議
会
議
員
選
挙
で
電
子
投
票
が
導
入
さ
れ
た
。
投
票
機
は
一
般
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
あ
り
、
有
権
者
は
バ
ー
コ
ー
ド
を
リ
ー
ダ
ー
に
認
識
さ
れ
る
方
式
に
よ
り
投
票
し
た
。
投
票
デ
ー
タ
は
投
票
所
内
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
サ
ー
バ
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を
結
ぶ
LA
N
に
よ
り
投
票
所
内
の
サ
ー
バ
で
記
録
さ
れ
、
投
票
所
の
外
と
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
を
行
わ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
す
べ
て
の
投
票
所
に
電
子
投
票
機
が
設
置
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
期
日
前
投
票
所
と
当
日
投
票
所
の
一
部
に
電
子
投
票
機
が
設
置
さ
れ
、
電
子
投
票
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で
は
有
権
者
は
電
子
投
票
と
紙
の
投
票
用
紙
に
よ
る
投
票
の
い
ず
れ
か
を
選
択
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。　
投
票
所
内
の
サ
ー
バ
に
記
録
し
た
投
票
デ
ー
タ
は
、
ZIP デ
ィ
ス
ク
に
記
録
し
て
開
票
所
に
運
び
、
開
票
所
で
集
計
を
行
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
一
年
A
CT
議
会
議
員
選
挙
で
は
、
初
め
て
紙
の
投
票
用
紙
の
デ
ー
タ
も
電
子
化
し
、
す
べ
て
の
票
を
電
子
的
に
集
計
す
る
と
い
う
電
子
集
計
を
実
施
し
た
。
三
〇
人
の
オ
ペ
レ
ー
タ
か
ら
な
る
入
力
チ
ー
ム
が
二
組
用
意
さ
れ
、
シ
フ
ト
制
で
一
日
六
時
間
ず
つ
立
会
人
の
監
視
の
下
に
入
力
作
業
を
行
っ
た
。
誤
入
力
を
防
止
す
る
た
め
、
一
枚
の
投
票
用
紙
は
異
な
る
二
名
の
オ
ペ
レ
ー
タ
が
二
重
に
入
力
し
、
二
名
の
オ
ペ
レ
ー
タ
の
入
力
内
容
が
異
な
る
票
は
集
計
シ
ス
テ
ム
が
チ
ェ
ッ
ク
し
て
は
じ
き
出
し
、
検
査
者
が
投
票
用
紙
と
入
力
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
照
合
し
た
一
七
八。
電
子
投
票
お
よ
び
電
子
集
計
に
使
用
す
る
シ
ス
テ
ム
は
、
Electronic V
oting 
A
nd Counting System
 ︵
EV
A
CS ︶
と
称
し
、
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
が
公
開
さ
れ
た
。
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
の
選
挙
で
は
、
四
カ
所
の
期
日
前
投
票
所
と
、
八
カ
所
の
当
日
投
票
所
で
電
子
投
票
が
行
わ
れ
、
A
CT
に
お
け
る
投
票
の
一
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
電
子
投
票
に
よ
る
も
の
と
な
っ
た
一
七
九。
二
〇
〇
一
年
と
二
〇
〇
四
年
の
選
挙
の
経
験
か
ら
、
A
CT
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
次
回
の
二
〇
〇
八
年
選
挙
の
際
に
も
電
子
投
票
お
よ
び
紙
の
投
票
用
紙
の
デ
ー
タ
入
力
に
よ
る
電
子
集
計
を
併
用
す
る
よ
う
に
勧
告
し
た
一
八
〇。
電
子
投
票
に
一
本
化
し
な
い
理
由
と
し
て
、
A
CT
内
の
八
四
カ
所
す
べ
て
の
投
票
所
に
電
子
投
票
機
を
配
置
す
る
コ
ス
ト
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
に
は
連
邦
議
会
の
総
選
挙
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
二
〇
〇
五
年
に
連
邦
議
会
の
選
挙
制
度
上
下
両
院
合
同
委
員
会
︵
Joint Standing Com
m
ittee on Electoral M
atters ︶
は
二
〇
〇
四
年
総
選
挙
に
関
す
る
報
告
書
一
八
一を
公
表
し
、﹁
勧
告
四
一
﹂
と
し
て
視
覚
に
障
害
を
も
つ
有
権
者
と
海
外
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
軍
の
関
係
者
に
限
っ
て
電
子
投
票
を
試
行
す
る
こ
と
を
勧
告
し
た
。
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こ
れ
を
う
け
て
、
二
〇
〇
七
年
に
﹁
選
挙
お
よ
び
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
関
す
る
法
律
を
改
正
す
る
法
律
﹂
一
八
二が
制
定
さ
れ
、
視
覚
に
障
害
を
も
つ
有
権
者
と
海
外
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
軍
の
関
係
者
に
限
定
し
た
電
子
投
票
の
試
行
が
規
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
二
〇
〇
七
年
連
邦
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
は
、
視
覚
に
障
害
を
も
つ
有
権
者
の
た
め
に
、
A
CT
の
他
に
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ノ
ー
ザ
ン
・
テ
リ
ト
リ
ー
、
ク
ィ
ー
ン
ズ
・
ラ
ン
ド
、
サ
ウ
ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
タ
ス
マ
ニ
ア
、
ビ
ク
ト
リ
ア
、
ウ
ェ
ス
ト
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
各
州
で
期
日
前
投
票
所
︵
投
票
日
の
前
の
二
週
間
開
設
︶
お
よ
び
当
日
投
票
所
が
設
置
さ
れ
、
電
子
投
票
が
行
わ
れ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
連
邦
議
会
議
員
の
選
挙
で
電
子
投
票
が
行
わ
れ
た
初
め
て
の
例
で
あ
る
。
ま
た
二
〇
〇
七
年
連
邦
議
会
議
員
選
挙
で
は
、
連
邦
選
挙
管
理
委
員
会
と
国
防
省
の
協
力
に
よ
り
、
イ
ラ
ク
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
テ
ィ
モ
ー
ル
お
よ
び
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
約
二
五
〇
〇
名
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
将
兵
お
よ
び
軍
属
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
電
子
投
票
を
行
っ
た
一
八
三。
な
お
A
CT
は
、
当
初
EV
A
CS に
つ
い
て
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
と
す
る
方
針
を
採
用
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
二
〇
〇
一
年
選
挙
お
よ
び
二
〇
〇
四
年
選
挙
で
使
用
し
た
EV
A
CS に
つ
い
て
A
CT
選
挙
管
理
委
員
会
の
ウ
ェ
ッ
ブ
サ
イ
ト
上
で
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
と
す
る
理
由
と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
に
す
る
こ
と
に
よ
り
多
く
の
研
究
者
や
技
術
者
に
よ
る
検
証
を
可
能
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
性
能
の
向
上
を
図
る
と
同
時
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
仕
様
を
公
開
す
る
こ
と
で
透
明
性
・
信
頼
性
の
向
上
を
図
り
、
他
の
地
域
や
国
に
EV
A
CS を
輸
出
す
る
こ
と
も
企
図
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
専
門
誌
に
今
後
は
EV
A
CS を
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
と
し
な
い
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
一
八
四、
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。
?
??
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
　
他
の
国
々
と
同
様
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
も
電
子
政
府
の
推
進
を
掲
げ
て
お
り
、
電
子
政
府
の
推
進
に
関
す
る
国
家
戦
略
を
公
開
し
て
い
る
。
国
家
戦
略
は
ひ
ん
ぱ
ん
に
更
新
さ
れ
て
お
り
、
最
新
の
戦
略
は
二
〇
〇
六
年
一
一
月
に
公
開
さ
れ
て
い
る
一
八
五。
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二
〇
〇
三
年
六
月
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
お
い
て
、
電
子
政
府
の
構
築
を
め
ざ
す
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
情
報
通
信
技
術
の
利
用
に
よ
り
国
民
の
政
府
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
政
府
へ
の
参
加
は
政
策
の
発
展
と
政
府
か
ら
国
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
両
面
に
お
い
て
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
実
現
す
る
手
段
と
し
て
二
〇
〇
七
年
ま
で
に
地
方
自
治
体
に
お
け
る
電
子
投
票
を
実
現
す
る
こ
と
が
う
た
わ
れ
た
一
八
六。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
も
地
方
選
挙
に
お
け
る
電
子
投
票
が
推
進
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
た
。
　
し
か
し
、
そ
の
後
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
電
子
政
府
サ
ー
ビ
ス
は
、
も
っ
ぱ
ら
情
報
通
信
技
術
を
通
じ
た
行
政
情
報
の
提
供
に
主
軸
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
各
地
方
自
治
体
は
ウ
ェ
ッ
ブ
サ
イ
ト
に
サ
ー
チ
エ
ン
ジ
ン
を
備
え
た
り
文
書
類
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
力
を
入
れ
た
り
す
る
一
方
で
、
電
子
投
票
は
先
送
り
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
一
八
七。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
　
本
稿
で
は
、
各
国
に
お
け
る
電
子
投
票
制
度
の
導
入
の
状
況
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
国
政
選
挙
へ
の
電
子
投
票
を
可
能
と
す
る
公
職
選
挙
法
特
例
法
改
正
案
が
継
続
審
議
と
な
っ
た
た
め
、
現
時
点
で
は
日
本
に
お
け
る
国
政
選
挙
へ
の
電
子
投
票
の
行
方
に
つ
い
て
は
不
透
明
な
部
分
が
多
い
。
特
に
V
V
PA
T
の
導
入
の
是
非
は
最
大
の
論
点
で
あ
ろ
う
。
な
お
V
V
PA
T
機
能
の
導
入
の
是
非
に
つ
い
て
考
え
る
際
に
は
、
欧
米
に
お
い
て
V
V
PA
T
に
V
oter V
eriﬁed と
A
udit と
い
う
二
つ
の
機
能
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
D
RE
方
式
電
子
投
票
機
に
お
い
て
は
、
原
理
上
、
投
票
者
の
投
票
方
向
が
媒
体
に
直
接
、
電
磁
的
に
記
録
さ
れ
る
か
ら
、
人
の
通
常
の
知
覚
で
は
自
己
の
投
票
方
向
が
正
確
に
記
録
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
を
投
票
者
が
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
投
票
が
正
確
に
記
録
さ
れ
た
こ
と
を
有
権
者
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
︵
す
く
な
く
と
も
、
投
票
が
正
確
に
記
録
さ
れ
た
と
い
う
信
頼
感
を
、
有
権
者
に
対
し
て
与
え
る
こ
と
︶
が
V
V
PA
T
の
意
義
で
あ
り
、
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電
子
投
票
機
の
内
部
な
ど
有
権
者
か
ら
可
視
的
で
な
い
場
所
で
プ
リ
ン
タ
ー
に
よ
り
投
票
記
録
を
残
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
有
権
者
が
確
認
し
た︵
V
oter V
eriﬁed ︶こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
単
に
電
子
投
票
機
に
プ
リ
ン
タ
ー
を
取
り
付
け
た
だ
け
で
は
、
V
V
PA
T
を
導
入
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
、
V
V
PA
T
の
導
入
と
、
有
権
者
に
対
す
る
確
認
票
の
交
付
と
は
別
問
題
で
あ
り
、
欧
州
評
議
会
の
﹁
電
子
投
票
の
法
律
・
運
用
・
技
術
的
基
準
に
係
る
加
盟
国
へ
の
閣
僚
理
事
会
勧
告
﹂
一
八
八に
お
い
て
も
、
V
V
PA
T
機
能
を
も
つ
電
子
投
票
機
の
場
合
に
確
認
票
を
投
票
者
に
交
付
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
V
V
PA
T
の
も
う
一
つ
の
目
的
は
、
A
udit ︵
投
票
記
録
の
改
ざ
ん
等
が
疑
わ
れ
た
場
合
の
監
査
証
跡
︶
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
電
子
投
票
機
が
使
用
不
可
能
に
な
っ
た
と
き
に
は
投
票
記
録
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
事
後
の
監
査
の
し
よ
う
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
岐
阜
県
可
児
市
の
障
害
事
件
︵
電
子
投
票
機
の
過
熱
に
よ
り
電
子
投
票
機
が
使
用
で
き
な
く
な
り
、
相
当
数
の
有
権
者
が
投
票
で
き
な
く
な
っ
た
︶
の
よ
う
に
電
子
投
票
機
の
使
用
不
能
と
い
う
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
V
V
PA
T
を
装
備
し
た
と
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
何
の
役
割
も
果
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
点
に
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
防
ぐ
に
は
、
事
前
の
技
術
水
準
・
仕
様
の
適
切
な
策
定
、
十
分
な
テ
ス
ト
に
基
づ
く
電
子
投
票
機
器
の
認
証
、
障
害
発
生
を
前
提
と
し
た
ト
ラ
ブ
ル
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
な
ど
の
対
策
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
の
他
に
も
各
国
の
電
子
投
票
制
度
と
比
較
し
た
場
合
の
日
本
の
電
子
投
票
法
制
の
問
題
点
は
残
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
若
干
の
検
討
を
加
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
第
一
に
、
法
案
の
成
立
後
に
施
行
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
公
職
選
挙
法
施
行
令
に
お
い
て
、
過
去
に
可
児
市
の
障
害
事
件
の
よ
う
な
大
規
模
な
障
害
事
例
を
発
生
さ
せ
た
投
票
所
内
の
サ
ー
バ
・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
方
式
の
使
用
を
禁
じ
る
か
ど
う
か
、
開
票
・
集
計
の
正
当
性
確
認
に
ど
の
よ
う
な
技
術
を
採
用
す
る
か
一
八
九、
候
補
者
が
多
い
た
め
に
タ
ッ
チ
ス
ク
リ
ー
ン
の
画
面
一
枚
に
す
べ
て
の
候
補
者
の
氏
名
を
収
ま
る
の
が
難
し
い
場
合
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
規
定
す
る
か
と
い
っ
た
問
題
が
あ
る
。
特
に
候
補
者
が
多
い
比
例
代
表
区
が
問
題
に
な
ろ
う
。
タ
ッ
チ
ス
ク
リ
ー
ン
の
大
き
さ
は
技
術
的
制
約
上
無
限
大
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
、
立
候
補
者
等
が
多
い
比
例
代
表
区
の
場
合
は
一
画
面
上
に
す
べ
て
の
立
候
補
者
の
氏
名
等
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
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き
な
く
な
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
点
に
つ
き
、
法
案
提
出
者
の
原
田
義
昭
議
員
は
衆
議
院
政
治
倫
理
公
選
法
特
別
委
員
会
に
お
い
て
五
十
音
順
に
表
示
す
る
の
も
一
案
と
答
弁
し
て
い
る
が
一
九
〇、
投
票
す
る
候
補
者
の
苗
字
を
有
権
者
が
忘
れ
て
下
の
名
前
だ
け
覚
え
て
い
る
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
、
最
初
に
可
視
的
に
な
っ
て
い
る
画
面
上
に
名
が
表
示
さ
れ
た
候
補
者
が
有
利
に
な
る
の
で
は
な
い
か
等
、
立
候
補
者
間
の
平
等
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
る
一
九
一。
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
国
民
審
査
に
際
し
て
も
、
投
票
用
紙
に
氏
名
が
印
刷
さ
れ
る
順
位
が
一
位
の
裁
判
官
に
最
も
多
く
﹁
罷
免
を
可
と
す
る
﹂
票
が
投
じ
ら
れ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
り
一
九
二、
﹁
位
置
の
効
果
﹂
一
九
三が
発
生
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
候
補
者
が
多
い
場
合
の
タ
ッ
チ
ス
ク
リ
ー
ン
上
の
表
示
方
法
に
つ
い
て
は
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
す
べ
て
の
立
候
補
者
の
氏
名
等
が
一
画
面
に
収
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
十
分
周
知
啓
発
し
一
九
四、
す
べ
て
の
表
示
画
面
を
閲
覧
し
て
、
す
べ
て
の
立
候
補
者
の
氏
名
等
を
縦
覧
し
た
後
で
な
け
れ
ば
投
票
操
作
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
仕
様
に
し
な
け
れ
ば
、
平
等
原
則
の
違
反
が
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
第
二
に
、
選
挙
人
の
本
人
確
認
の
問
題
が
あ
る
。
現
在
、
わ
が
国
で
は
本
人
確
認
は
事
前
に
有
権
者
宅
に
郵
送
し
た
案
内
ハ
ガ
キ
︵
投
票
所
入
場
整
理
券
︶
を
投
票
所
に
持
参
し
て
も
ら
う
と
い
う
方
式
で
行
わ
れ
て
お
り
一
九
五、
な
り
す
ま
し
の
防
止
の
た
め
ハ
ガ
キ
持
参
者
に
生
年
月
日
を
口
頭
で
申
告
し
て
も
ら
う
等
の
措
置
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
し
か
し
、
エ
ス
ト
ニ
ア
等
の
﹁
第
三
段
階
﹂
の
電
子
投
票
の
実
施
に
成
功
し
て
い
る
国
で
は
、
IC
カ
ー
ド
に
よ
る
本
人
確
認
が
行
わ
れ
て
お
り
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
将
来
的
に
第
二
段
階
以
降
の
電
子
投
票
の
実
現
を
計
画
す
る
際
に
は
電
子
的
手
段
に
よ
る
本
人
確
認
の
検
討
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
活
用
も
一
案
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
有
権
者
の
選
択
方
向
は
投
票
の
秘
密
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
IC
カ
ー
ド
に
記
録
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
九
六。
第
三
に
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
方
法
の
問
題
が
あ
る
。
国
民
審
査
制
度
は
﹁
ミ
ズ
ー
リ
・
プ
ラ
ン
﹂
の
影
響
の
下
に
発
足
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
一
九
七、
日
本
国
憲
法
七
九
条
二
項
は
﹁
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
の
任
命
は
、
そ
の
任
命
後
初
め
て
行
は
れ
る
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
際
国
民
の
審
査
に
付
し
、
そ
の
後
一
〇
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年
を
経
過
し
た
後
初
め
て
行
は
れ
る
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
際
更
に
審
査
に
付
し
、
そ
の
後
も
同
様
と
す
る
。﹂
と
定
め
、
同
三
項
が
﹁
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
投
票
者
の
多
数
が
裁
判
官
の
罷
免
を
可
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
裁
判
官
は
、
罷
免
さ
れ
る
。﹂
と
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
一
五
条
は
﹁
審
査
人
は
、
投
票
所
に
お
い
て
、
罷
免
を
可
と
す
る
裁
判
官
に
つ
い
て
は
、
投
票
用
紙
の
当
該
裁
判
官
に
対
す
る
記
載
欄
に
自
ら
×
の
記
号
を
記
載
し
、
罷
免
を
可
と
し
な
い
裁
判
官
に
つ
い
て
は
、
投
票
用
紙
の
当
該
裁
判
官
に
対
す
る
記
載
欄
に
何
等
の
記
載
を
し
な
い
で
、
こ
れ
を
投
票
箱
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。﹂
と
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
白
票
に
つ
い
て
も
罷
免
を
可
に
し
な
い
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
×
の
記
号
以
外
の
事
項
を
記
載
し
た
も
の
は
無
効
票
と
し
て
扱
わ
れ
る
の
で
︵
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
二
二
条
二
項
︶、﹁
棄
権
﹂﹁
白
票
﹂
な
ど
と
記
入
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
最
高
裁
判
所
は
昭
和
二
七
年
二
月
の
大
法
廷
判
決
一
九
八に
お
い
て
、
当
該
制
度
の
性
質
︵
任
命
の
完
成
か
、
解
職
か
︶
と
共
に
、
積
極
的
に
×
を
つ
け
な
い
白
紙
も
﹁
信
任
﹂
と
み
な
す
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
一
五
条
の
規
定
の
合
憲
性
に
つ
い
て
判
断
し
た
。
判
決
は
、﹁
最
高
裁
判
所
裁
判
官
任
命
に
関
す
る
国
民
審
査
の
制
度
は
そ
の
実
質
に
お
い
て
所
謂
解
職
の
制
度
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
﹂
と
し
、﹁
解
職
の
制
度
で
あ
る
か
ら
、
積
極
的
に
罷
免
を
可
と
す
る
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
と
の
二
つ
に
分
か
れ
る
の
で
あ
つ
て
﹂、﹁
罷
免
す
る
方
が
い
い
か
悪
い
か
わ
か
ら
な
い
者
は
、
積
極
的
に
﹃
罷
免
を
可
と
す
る
も
の
﹄
に
属
し
な
い
こ
と
勿
論
﹂
で
あ
る
か
ら
、﹁
法
が
連
記
投
票
に
し
て
、
特
に
罷
免
す
べ
き
も
の
と
思
う
裁
判
官
に
だ
け
×
印
を
つ
け
、
そ
れ
以
外
の
裁
判
官
に
つ
い
て
は
何
も
記
さ
ず
に
投
票
さ
せ
、
×
印
の
な
い
も
の
を
﹃
罷
免
を
可
と
し
な
い
投
票
﹄︵
中
略
︶
の
数
に
算
え
た
の
は
前
記
の
趣
旨
に
従
つ
た
も
の
で
あ
り
、
憲
法
の
規
定
す
る
国
民
審
査
制
度
の
趣
旨
に
合
す
る
﹂
と
判
示
し
て
、
白
票
を
罷
免
を
可
に
し
な
い
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
は
﹁
思
想
の
自
由
や
良
心
の
自
由
を
制
限
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
勿
論
で
あ
る
﹂
と
し
た
。
以
後
も
繰
り
返
し
訴
訟
が
提
起
さ
れ
て
い
る
が
、
判
例
は
昭
和
二
七
年
の
大
法
廷
判
決
を
踏
襲
し
て
い
る
。
ま
た
、
連
記
式
で
裁
判
官
の
氏
名
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
投
票
用
紙
を
用
い
て
特
定
の
裁
判
官
に
つ
い
て
だ
け
明
確
に
棄
権
の
意
思
を
表
示
す
る
た
め
、
当
該
裁
判
官
の
記
載
欄
だ
け
に
﹁
棄
権
﹂
を
表
示
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
最
高
裁
判
所
は
昭
和
三
八
年
の
判
決
に
お
い
て
﹁
国
民
審
査
の
制
度
が
根
本
に
お
い
て
解
職
の
制
度
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で
あ
る
﹂
と
の
判
断
を
維
持
し
つ
つ
、﹁
投
票
紙
に
棄
権
と
い
う
文
字
を
書
い
て
も
そ
れ
は
余
事
記
入
に
な
ら
ず
、
有
効
の
投
票
と
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
の
見
解
は
、
現
行
法
の
下
で
は
無
理
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
﹂
か
ら
無
効
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
一
九
九。
有
権
者
の
多
く
が
国
民
審
査
に
興
味
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
審
査
に
付
さ
れ
る
裁
判
官
の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な
い
、
と
い
っ
た
理
由
で
、
国
民
審
査
制
の
廃
止
や
形
骸
化
を
は
か
る
動
き
も
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
読
売
新
聞
社
が
一
九
九
四
年
に
発
表
し
た
﹁
読
売
憲
法
改
正
試
案
﹂
で
は
、
違
憲
立
法
審
査
権
を
行
使
す
る
独
立
の
憲
法
裁
判
所
を
設
置
す
る
代
わ
り
に
、
国
民
審
査
制
を
廃
止
し
て
い
る
二
〇
〇。
し
か
し
、
東
京
二
三
区
の
有
権
者
を
抽
出
し
て
調
査
を
行
っ
た
結
果
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
有
権
者
の
社
会
的
属
性
や
政
治
意
識
等
と
国
民
審
査
の
投
票
行
動
と
に
は
関
連
性
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
×
印
を
付
す
・
付
さ
な
い
・
棄
権
と
い
う
投
票
方
向
と
政
党
支
持
と
の
関
連
が
深
い
と
さ
れ
て
い
る
二
〇
一。
ま
た
、
理
論
的
に
も
﹁
内
閣
の
恣
意
的
な
任
命
を
阻
止
し
司
法
権
の
行
使
に
対
す
る
民
主
的
統
制
手
段
が
ほ
か
に
存
在
し
な
い
状
況
で
は
、
こ
の
国
民
審
査
制
度
が
き
わ
め
て
重
大
な
意
義
を
担
う
﹂
二
〇
二と
指
摘
さ
れ
、
判
例
の
立
場
に
対
す
る
批
判
が
多
い
。﹁
現
行
法
の
方
式
が
違
憲
だ
と
は
言
え
な
い
と
し
て
も
、
信
任
は
○
、
不
信
任
は
×
、
棄
権
は
無
記
入
、
と
い
う
方
法
が
よ
り
適
当
で
あ
る
、
と
す
る
意
見
が
有
力
で
あ
る
﹂
二
〇
三と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
画
面
に
﹁
信
任
﹂
と
い
う
意
思
を
表
示
す
る
ボ
タ
ン
だ
け
を
表
示
し
、
当
該
の
ボ
タ
ン
を
押
さ
な
い
票
は
す
べ
て
信
任
と
見
な
す
と
い
う
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
。
信
任
か
、
不
信
任
か
を
有
権
者
に
明
確
に
選
択
さ
せ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
電
子
投
票
を
国
政
選
挙
に
導
入
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
情
報
通
信
・
電
子
機
器
を
国
の
統
治
に
係
わ
る
制
度
の
中
に
導
入
し
て
電
子
政
府
化
を
推
進
す
る
際
に
は
、
リ
ス
ク
予
測
に
基
づ
く
措
置
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
と
い
う
大
き
な
課
題
が
あ
る
。
電
子
投
票
の
実
施
に
は
、
一
定
の
リ
ス
ク
を
と
も
な
う
二
〇
四。
リ
ス
ク
と
は
、
ハ
ザ
ー
ド
︵
危
害
要
因
︶
に
よ
る
被
害
の
程
度
に
当
該
ハ
ザ
ー
ド
の
発
生
確
率
を
掛
け
合
わ
せ
た
も
の
と
さ
れ
、
リ
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ス
ク
社
会
化
二
〇
五に
対
す
る
法
的
対
処
の
検
討
も
始
ま
っ
て
い
る
二
〇
六。
し
か
し
、
公
法
領
域
に
お
い
て
は
、
リ
ス
ク
と
い
う
概
念
そ
の
も
の
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
既
存
の
法
体
系
を
再
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
と
い
う
の
は
、
行
政
に
お
け
る
リ
ス
ク
は
行
政
の
﹁
誤
謬
﹂
と
い
う
ハ
ザ
ー
ド
の
発
生
を
前
提
と
し
て
お
り
、
選
挙
制
度
に
お
け
る
リ
ス
ク
と
は
、
制
度
の
欠
陥
と
い
う
ハ
ザ
ー
ド
に
よ
っ
て
有
権
者
の
投
票
が
公
正
に
選
挙
の
結
果
に
反
映
さ
れ
な
い
と
い
う
被
害
が
発
生
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
権
力
行
使
に
係
わ
る
公
法
体
系
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
権
力
の
﹁
誤
謬
﹂
が
発
生
す
る
蓋
然
性
を
あ
ら
か
じ
め
予
測
し
た
う
え
で
法
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
の
必
要
性
は
、
す
で
に
一
九
九
六
年
に
発
足
し
た
第
二
次
橋
本
内
閣
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
行
政
改
革
会
議
が
、
一
九
九
七
年
一
二
月
に
公
表
し
た
最
終
報
告
書
の
中
で
、﹁
時
代
環
境
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
な
か
で
、
行
政
の
み
に
無
謬
性
を
求
め
る
こ
と
は
、
そ
の
政
策
判
断
の
萎
縮
と
遅
延
、
先
送
り
を
助
長
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
こ
の
際
、
発
想
を
転
換
し
、
行
政
の
失
敗
の
可
能
性
を
前
提
に
、
絶
え
ず
政
策
の
評
価
や
転
換
、
さ
ら
に
は
官
民
を
問
わ
な
い
政
策
の
自
由
競
争
を
促
す
環
境
を
整
備
す
る
と
の
視
点
も
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。﹂
二
〇
七と
明
言
さ
れ
て
い
る
が
、
政
策
評
価
な
ど
の
制
度
が
整
備
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
子
力
行
政
な
ど
一
部
の
領
域
を
除
き
、﹁
行
政
の
失
敗
の
可
能
性
﹂
に
関
す
る
議
論
に
大
き
な
進
歩
は
み
ら
れ
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
電
子
投
票
に
つ
い
て
も
、
有
権
者
の
投
票
が
公
正
に
選
挙
の
結
果
に
反
映
さ
れ
な
い
可
能
性
を
招
く
障
害
は
﹁
発
生
し
て
は
な
ら
な
い
﹂
と
い
う
前
提
で
話
が
進
み
や
す
く
、
こ
の
こ
と
が
逆
に
﹁
発
生
し
た
ら
ど
う
す
る
の
か
﹂
と
い
う
対
応
の
検
討
を
不
十
分
に
し
て
き
た
感
が
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
情
報
通
信
・
電
子
機
器
、
し
か
も
き
わ
め
て
高
精
度
な
設
計
の
下
に
綿
密
に
製
造
管
理
さ
れ
る
特
別
か
つ
高
額
な
専
用
機
器
で
は
な
く
、
安
価
な
民
生
用
機
器
を
ベ
ー
ス
と
し
た
装
置
を
用
い
る
場
合
に
は
、
機
器
が
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
完
全
に
動
作
す
る
と
い
う
保
証
は
あ
り
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
よ
う
な
装
置
を
用
い
て
電
子
化
を
す
す
め
る
か
ぎ
り
、
障
害
の
発
生
の
蓋
然
性
は
ゼ
ロ
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
障
害
の
発
生
に
よ
り
選
挙
権
を
結
果
的
に
行
使
で
き
な
い
人
が
出
て
く
る
蓋
然
性
が
ゼ
ロ
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
民
生
用
機
器
を
ベ
ー
ス
と
し
た
装
置
を
用
い
る
電
子
化
を
行
う
際
に
は
、
直
視
し
な
け
れ
ば
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な
ら
な
い
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
を
で
き
る
だ
け
ゼ
ロ
に
近
く
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
点
は
む
ろ
ん
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
装
置
が
完
全
に
動
作
し
な
か
っ
た
と
き
に
は
ど
う
す
る
か
と
い
う
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。
リ
ス
ク
を
無
視
し
て
、﹁
障
害
は
絶
対
に
発
生
し
て
は
な
ら
な
い
﹂、﹁
よ
っ
て
、
障
害
は
発
生
し
な
い
は
ず
で
あ
る
﹂、﹁
し
た
が
っ
て
、
障
害
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
は
議
論
す
る
必
要
は
な
い
﹂
と
い
う
発
想
か
ら
制
度
を
設
計
す
る
こ
と
は
、
非
現
実
的
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
選
挙
権
は
国
民
の
諸
権
利
の
中
で
も
民
主
主
義
の
根
幹
に
か
か
わ
る
権
利
と
し
て
特
に
重
要
な
も
の
で
あ
り
、﹁
普
通
選
挙
の
原
則
を
実
効
的
に
確
保
し
、
選
挙
権
の
行
使
ま
で
を
保
障
す
る
と
い
う
問
題
次
元
で
議
論
﹂
二
〇
八す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
有
権
者
の
投
票
を
公
正
に
選
挙
の
結
果
に
反
映
す
る
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
が
自
明
の
理
と
し
て
要
請
さ
れ
る
。
逆
に
、
有
権
者
の
投
票
が
公
正
に
選
挙
の
結
果
に
反
映
さ
れ
な
い
投
票
制
度
を
採
用
す
る
こ
と
は
、
許
容
さ
れ
な
い
。
一
定
の
リ
ス
ク
を
と
も
な
い
、
有
権
者
の
投
票
が
公
正
に
選
挙
の
結
果
に
反
映
さ
れ
な
い
可
能
性
の
あ
る
投
票
制
度
は
、
た
だ
ち
に
憲
法
違
反
で
あ
る
と
は
い
い
き
れ
な
い
も
の
の
、
違
憲
と
い
う
評
価
を
受
け
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
装
置
の
障
害
と
い
う
ハ
ザ
ー
ド
に
よ
っ
て
有
権
者
の
投
票
が
公
正
に
選
挙
の
結
果
に
反
映
さ
れ
な
い
被
害
が
発
生
す
る
と
い
う
リ
ス
ク
概
念
を
、
選
挙
制
度
の
設
計
に
お
い
て
導
入
し
て
よ
い
の
か
ど
う
か
が
、
ま
ず
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
電
子
投
票
に
関
す
る
情
勢
の
変
化
は
早
く
、
各
国
の
電
子
投
票
法
制
に
つ
い
て
筆
者
が
看
過
し
て
い
る
例
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
読
者
諸
賢
の
ご
叱
正
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。
 
︵
二
〇
〇
八
年
一
月
二
一
日
脱
稿
︶
注一　
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
長
の
選
挙
に
係
る
電
磁
的
記
録
式
投
票
機
を
用
い
て
行
う
投
票
方
法
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
及
び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
。
　
　
http://w
w
w
.shugiin.go.jp/itdb_kaigiroku.nsf/htm
l/kaigiroku/ 007116820071207002.htm
二　
﹁
ど
う
な
る
電
子
投
票　
法
改
正
案
、
継
続
審
議
に
﹂
毎
日
新
聞
二
〇
〇
八
年
一
月
一
五
日
。
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三　
わ
が
国
に
お
い
て
V
V
PA
T
の
導
入
の
必
要
性
を
い
ち
早
く
指
摘
し
た
の
は
、
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
故
・
小
松
弘
弁
護
士
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
小
松
弁
護
士
は
デ
ィ
ー
ボ
ー
ル
ド
社
製
電
子
投
票
シ
ス
テ
ム
の
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
流
出
事
件
の
直
後
、﹁
電
子
投
票
の
信
頼
性
﹂
と
題
す
る
論
文
を
二
〇
〇
四
年
五
月
に
ウ
ェ
ッ
ブ
・
ペ
ー
ジ
上
で
公
表
し
、
ソ
ー
ス
コ
ー
ド
流
出
事
件
の
経
緯
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
共
に
、﹁
物
理
的
監
査
証
跡
﹂
導
入
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
小
松
弁
護
士
が
急
死
さ
れ
た
た
め
、
現
時
点
で
は
当
該
ペ
ー
ジ
は
公
開
さ
れ
て
い
な
い
が
、
公
開
当
時
の
U
R
L
は
　
　
http://icrouton.as.w
akw
ak.ne.jp/pub/evoting/ev 2.htm
l で
あ
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ア
ー
カ
イ
ブ
で
内
容
は
閲
覧
可
能
で
あ
る
。
http://w
eb.archive.org/w
eb/ 20041009232042/http://icrouton.as.w
akw
ak.ne.jp/pub/evoting/ev 2.htm
l
四　
http://w
w
w
.diebold.com
/
五　
http://w
w
w
.prem
ierelections.com
/
六　
Grant Gross, D
iebold Can
' t Sell E-Voting Subsidiary, PCW
orld, A
ug. 16, 2007.
七　
わ
が
国
で
は
二
〇
〇
一
年
の
商
法
改
正
で
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使
の
電
子
化
が
導
入
さ
れ
、
会
社
は
、
取
締
役
会
の
決
議
を
も
っ
て
、
株
主
総
会
に
出
席
し
な
い
株
主
が
電
磁
的
方
法
に
よ
り
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
さ
れ
た
。
株
主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
行
使
の
電
子
化
に
つ
い
て
は
、
弥
永
真
生
﹁
電
子
的
手
段
に
よ
る
株
主
総
会
招
集
通
知
等
と
議
決
権
行
使
﹂
商
事
法
務
一
五
七
七
号
︵
二
〇
〇
〇
年
︶
一
七
頁
以
下
、
川
瀬
裕
司
・
横
田
俊
之
﹁
電
子
投
票
制
度
の
概
要
と
導
入
手
続
﹂
経
理
情
報
一
一
四
三
号
︵
二
〇
〇
七
年
︶
二
〇
頁
以
下
な
ど
を
参
照
。
八　
電
子
機
器
利
用
に
よ
る
選
挙
シ
ス
テ
ム
研
究
会
﹃
中
間
報
告
﹄︵
二
〇
〇
〇
年
︶。
http://w
w
w
.soum
u.go.jp/new
s/pdf/densi.pdf
九　
In
t
ern
et P
o
lIcy In
st
It
u
t
e, r
ePo
rt o
f t
h
e n
a
t
Io
n
a
l W
o
rk
sh
o
P o
n In
t
ern
et V
o
t
In
g: Issu
es a
n
d r
esea
rch a
gen
d
a (2001), 
available at http://fl 1.findlaw
.com
/new
s.findlaw
.com
/cnn/docs/voting/nsfe-voterprt.pdf. Jean Slem
m
ons Stratford &
 Juri 
Stratford, Computerized and Networked Government Information, 28 J. g
o
V. In
fo
rm
a
tIo
n 297 (2001) .
一
〇　
ウ
ォ
ル
フ
飛
行
士
に
つ
い
て
は
、
N
A
SA
に
よ
る
紹
介
を
参
照
。
http://w
w
w
.jsc.nasa.gov/Bios/htm
lbios/w
olf.htm
l
一
一　
特
例
法
は
、﹁
宇
宙
飛
行
中
の
者
の
投
票
手
続
に
関
す
る
法
律
案
﹂
と
し
て
テ
キ
サ
ス
州
議
会
に
一
九
九
七
年
一
月
に
法
案
提
出
さ
れ
、
九
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
H
.B. N
o. 841 A
N
 A
CT rela
tIn
g to V
o
tIn
g Pro
ced
u
res fo
r Perso
n
s o
n a sPa
ce flIgh
t . 
一
二　
M
arcia D
unn, Space Station Commander Casts Vote From Orbit, s
Pa
cen
eW
s , N
ov 2, 2004.
一
三　
チ
ャ
オ
飛
行
士
に
つ
い
て
は
、
N
A
SA
に
よ
る
紹
介
を
参
照
。
http://w
w
w
.jsc.nasa.gov/Bios/htm
lbios/chiao.htm
l
一
四　
http://w
w
w
.nasa.gov/vision/space/livinginspace/chiao_votes.htm
l
一
五　
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
動
画
像
で
閲
覧
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
http://anon.nasa-global.speedera.net/anon.nasa-global/videofeatures/
V
oteInSpace.m
ov
一
六　
t
ex. e
lec. c
o
d
e , 
§ 106. 001, 
§ 106. 002 ( 1997).
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一
七　
平
成
一
八
年
六
月
一
四
日
法
律
第
六
二
号
。
南
極
観
測
隊
員
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
投
票
は
洋
上
投
票
と
同
様
の
制
度
で
、
南
極
観
測
隊
員
お
よ
び
観
測
船
の
乗
組
員
等
が
、
指
定
の
投
票
用
紙
に
投
票
の
記
載
を
行
い
、
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
に
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
用
い
て
送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
投
票
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
対
象
と
な
る
選
挙
は
、
衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
ま
た
は
参
議
院
議
員
の
通
常
選
挙
に
限
ら
れ
る
。
一
八　
f
ed
era
l e
lectIo
n c
o
m
m
IssIo
n, 1990 V
o
tIn
g s
y
stem
s s
ta
n
d
a
rd
s  3 ( 1990).
一
九　
f
ed
era
l e
lectIo
n c
o
m
m
IssIo
n, d
Irect r
eco
rd
In
g e
lectro
n
Ic . http://w
w
w
.fec.gov/pages/dre.htm
二
〇　
http://w
w
w
.eci.gov.in/A
udio_V
ideoClips/presentation.asp
二
一　
http://w
w
w
.eci.gov.in/A
udio_V
ideoClips/show
video.asp?video 2=N
IG
二
二　
P
a
rlIa
m
en
ta
ry e
lectIo
n a
ct , 2001.
二
三　
P
a
rlIa
m
en
ta
ry e
lectIo
n
s (t
em
Po
ra
ry s
u
sPen
sIo
n o
f o
V
ersea
s V
o
tIn
g) a
ct  2001, A
ct 41, 2001.
二
四　
湯
淺
墾
道
﹁
韓
国
の
電
子
投
票
﹂
九
州
国
際
大
学
社
会
文
化
研
究
所
紀
要
五
九
号
︵
二
〇
〇
六
年
︶
七
一
頁
以
下
。
二
五　
電
子
投
票
シ
ス
テ
ム
来
年
導
入
難
し
い
﹂
連
合
ニ
ュ
ー
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き
な
り
百
数
十
名
を
選
ぶ
の
は
な
か
な
か
難
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
今
の
と
こ
ろ
、
例
え
ば
五
十
音
表
示
式
を
次
の
画
面
に
載
せ
る
、
ア
か
ら
ア
イ
ウ
エ
オ
、
カ
キ
ク
ケ
コ
と
。
国
会
太
郎
の
場
合
に
は
、
コ
の
と
こ
ろ
を
押
し
た
後
に
コ
の
候
補
者
が
順
繰
り
に
出
て
く
る
、
こ
う
い
う
形
で
政
令
の
中
に
定
め
る
の
で
は
な
い
か
と
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
関
係
者
の
意
見
を
し
っ
か
り
聞
い
た
上
で
、
政
令
で
決
め
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
一
九
一　
こ
の
点
に
つ
き
、
古
川
大
樹
﹁
電
子
投
票
に
よ
る
模
擬
投
票
の
結
果
に
つ
い
て
﹂
選
挙
五
七
巻
一
二
号
二
一
頁
以
下
を
参
照
。
一
九
二
 
D
avid D
anelski, The People and the Court in Japan, in J.B. g
ro
sm
a
n a
n
d J. t
a
n
en
h
a
u
s, ed
s ., FRON
TIERS OF 
JUD
ICIAL RESEARCH
 ( 1969).
一
九
三　
投
票
用
紙
の
上
に
表
示
さ
れ
る
候
補
者
の
氏
名
の
順
が
選
挙
結
果
に
一
定
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
、
欧
米
で
は
各
種
選
挙
に
お
い
て
実
証
さ
れ
て
い
る
。
h
en
ry m
. B
a
In &
 d
o
n
a
ld s. h
eco
ck, B
a
llo
t P
o
sItIo
n a
n
d V
o
terʼs c
h
o
Ice, 1957 . R. D
arcy &
 Ian M
cA
llister, 
Ballot Position Effects, 9 e
lecto
ra
l s
tu
d
Ies  5 ( 1990).
一
九
四　
八
代
市
長
選
挙
の
投
票
を
自
書
式
か
ら
記
号
式
に
切
り
替
え
た
際
、
そ
の
周
知
啓
発
が
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
有
権
者
ら
が
選
挙
の
無
効
を
訴
え
た
例
と
し
て
福
岡
高
判
昭
和
四
三
・
九
・
一
六
が
あ
る
が
、
無
効
票
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
﹁
市
選
管
の
選
挙
人
に
対
す
る
選
挙
の
啓
発
、
広
報
活
動
が
著
し
く
適
正
を
欠
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
﹂
と
判
示
さ
れ
て
い
る
。
同
選
挙
に
つ
い
て
は
、
井
崎
孝
徳
﹁
記
号
式
選
挙
に
関
す
る
判
決
例
﹂﹃
選
挙
﹄
二
三
巻
一
一
号
︵
一
九
七
〇
年
︶
一
六
頁
以
下
を
参
照
。
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一
九
五　
投
票
所
入
場
券
に
つ
い
て
、
公
職
選
挙
法
に
は
規
定
は
な
い
が
、
施
行
令
三
一
条
が
﹁
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
特
別
の
事
情
が
な
い
限
り
、
選
挙
の
期
日
の
公
示
又
は
告
示
の
日
以
後
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
選
挙
人
に
投
票
所
入
場
券
を
交
付
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。﹂
と
規
定
し
て
い
る
。
一
九
六　
こ
の
点
に
関
す
る
解
決
案
を
提
案
す
る
も
の
と
し
て
、
Y
oshiaki K
obayashi, Information Technology' s Role in D
emocracy, paper 
presented at IIPS International Conference, 5 ( 2003). http://w
w
w
.iips.org/ 03it/ 03it_K
obayashi.pdf
一
九
七　
芹
澤　
齋
﹁
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
﹂
法
学
教
室
一
二
一
号
︵
一
九
九
〇
年
︶
二
一
頁
。
一
九
八　
最
大
判
昭
和
二
七
・
二
・
二
〇
民
集
六
巻
二
号
一
二
二
頁
。
本
件
の
評
釈
と
し
て
、
磯
崎
辰
五
郎
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
二
七
六
号
の
二
︵
一
九
六
三
年
︶
二
〇
〇
頁
、
芹
澤　
齊
・
憲
法
判
例
百
選
︵
二
︶︵
第
四
版
︶
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
五
五
︵
二
〇
〇
〇
年
︶
三
九
六
頁
な
ど
が
あ
る
。
一
九
九　
最
一
小
判
昭
和
三
八
・
九
・
五
、
判
例
時
報
三
四
七
号
八
頁
。
二
〇
〇　
読
売
憲
法
改
正
試
案
に
つ
い
て
は
、﹃
日
本
国
憲
法
の
す
べ
て
﹄︵
読
売
新
聞
社
、
一
九
九
七
年
︶
四
〇
四
頁
以
下
を
参
照
。
二
〇
一　
和
田
安
弘
﹁
最
高
裁
裁
判
官
国
民
審
査
の
経
験
科
学
的
分
析
﹂
東
京
都
立
大
学
法
学
会
雑
誌
二
二
巻
二
号
︵
一
九
八
一
年
︶
一
〇
一
頁
以
下
。
二
〇
二　
辻
村
み
よ
子
﹃
憲
法　
第
二
版
﹄︵
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
四
年
︶
五
〇
三
頁
。
二
〇
三　
芦
部
信
喜
︵
高
橋
和
之
補
訂
︶﹃
憲
法　
第
四
版
﹄︵
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
︶
三
三
五
頁
。
二
〇
四　
Thom
as Lauer, 
e Risk of E-Voting, 2 e
lectro
n
Ic Jo
u
rn
a
l o
f e-g
o
V
ern
m
en
t  177 ( 2004).
二
〇
五　
﹁
リ
ス
ク
社
会
﹂
に
関
す
る
先
駆
的
な
研
究
で
あ
る
ベ
ッ
ク
、
ギ
デ
ン
ズ
ら
の
議
論
を
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
、
丸
山
正
次
﹁
リ
ス
ク
社
会
に
お
け
る
不
安
と
信
頼
﹂
山
梨
学
院
大
学
法
学
論
集
四
七
巻
四
七
頁
以
下
参
照
。
二
〇
六　
た
と
え
ば
長
谷
部
恭
男
編
﹃
法
律
か
ら
み
た
リ
ス
ク
﹄︵
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
︶、
城
山
英
明
・
山
本
隆
司
編
﹃
融
け
る
境　
超
え
る
法
⑤　
環
境
と
生
命
﹄︵
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
︶、
竹
下
賢
﹁
リ
ス
ク
社
会
と
環
境
国
家　
法
哲
学
の
視
点
か
ら
﹂
関
西
大
学
法
学
論
集
五
六
巻
一
号
︵
二
〇
〇
六
年
︶
一
三
五
頁
以
下
、
小
西
由
浩
﹁
犯
罪
の
リ
ス
ク　
犯
罪
の
危
険
﹂
沖
縄
法
学
三
三
号
︵
二
〇
〇
四
年
︶
一
頁
以
下
な
ど
を
参
照
。
二
〇
七　
行
政
改
革
会
議
﹃
最
終
報
告
書
﹄︵
一
九
九
七
年
︶。
http://w
w
w
.kantei.go.jp/jp/gyokaku/report-ﬁnal/I.htm
l
二
〇
八　
樋
口
陽
一
﹁
参
政
権
﹂
山
内
・
阿
部
・
江
橋
・
中
村
・
浦
部
・
樋
口
編
﹃
現
代
憲
法
講
座　
下
﹄︵
日
本
評
論
社
、
一
九
八
五
年
︶
二
八
四
頁
。
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付属資料
各国における電子投票制度一覧（2008年１月現在）
◎＝実施済　○＝パイロット実施済　△＝制度整備済　
●＝欧州評議会2004年電子レファレンダム実施済
国　　名 国会議員選挙
州・地
方議会
議員選
挙　　
国民投票
・住民投
票・レファ
レンダム等
政党予
備選挙
等　　
備　　　考
■アジア
インド ◎ ◎
インドネシア
カンボジア
シンガポール △
スリランカ
タイ
韓国 △ ◎ 2008年総選挙で「第二段階」実施予定だったが実現困難(?)
中国
日本 ◎
ネパール
パキスタン
バングラデシュ
東ティモール
ブータン ◎ インド製電子投票機
フィリピン ○ 海外居住者選挙で導入検討
ブルネイ
ベトナム
マレーシア ◎ 大学選挙等で実施
ミャンマー
モルディブ
モンゴル
ラオス
北朝鮮
台湾
香港
マカオ
■北米
米国 ◎ ◎
カナダ ◎ 一部の州で第三段階を実施
■中南米
アルゼンチン ○ パイロット実施
アンティグア・バーブーダ
ウルグアイ
エクアドル
エルサルバドル
ガイアナ
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キューバ
グアテマラ
グレナダ
コスタリカ ○ パイロット実施
コロンビア
ジャマイカ
スリナム
セントビンセントおよ
びグレナディー ン諸島
セントクリストファー ・ネー ヴィス
セントルシア
チリ
ドミニカ国
ドミニカ共和国
トリニダー ド・トバゴ
ニカラグア
ハイチ
パナマ
バハマ
パラグアイ ◎ 2003年選挙で実施
バルバドス
ブラジル ◎ ◎ ◎ 国・地方議会選挙、大統領選で実施
ベネズエラ ◎ 大統領選、リコール国民投票で実施
ベリーズ
ペルー
ボリビア
ホンジュラス
メキシコ ◎
■ヨーロッパ（NIS諸国を含む）
アイスランド ●
アイルランド △ ●
アゼルバイジャン
アルバニア
アルメニア
アンドラ
イタリア ○ ○ ● パイロット実施
ウクライナ ●
ウズベキスタン
英国 ○ ○ ●
エストニア ◎ 全国で第三段階（インターネット選挙）実現
オーストリア ○ ○ 総選挙、大統領選でパイロット実施
オランダ ◎ Nedap社製システムに脆弱性指摘
カザフスタン ◎ 2004年、2007年国会議員選挙で実施
キプロス ●
ギリシャ ●
キルギス
グルジア
クロアチア ●
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サンマリノ
スイス ◎ ◎ ●◎ 一部の州で第三段階を実施
スウェーデン ◎ EU Cybervoteに参加
スペイン ○ ●
スロバキア
スロベニア ○ パイロット実施
セルビア ●
タジキスタン
チェコ
デンマーク
ドイツ ● ◎ EU Cybervoteに参加
トルクメニスタン
ノルウェー ○ パイロット実施
バチカン
ハンガリー ●
フィンランド ●
フランス ◎ 2007年大統領選で一部実施
ブルガリア ●
ベラルーシ
ベルギー ◎ ◎ 1994年から本格的に実施
ポーランド ●
ボスニア・ヘルツェゴビナ
ポルトガル ○ ● パイロット実施
マケドニア
マルタ ●
モナコ
モルドバ
モンテネグロ
ラトビア
リヒテンシュタイン
リトアニア ●
ルーマニア ○ 憲法改正国民投票でパイロット実施
ルクセンブルク
ロシア ◎ ● Vyboryシステム
■オセアニア
オーストラリア ◎ ◎ ACT地域で実施
キリバス
サモア
ソロモン諸島
ツバル
トンガ
ナウル
ニュージーランド
バヌアツ
パプアニューギニア
パラオ
フィジー
― 88 ―
九州国際大学法学論集　第14巻　第３号（2008年）
マーシャル
ミクロネシア
■中東
アフガニスタン
アラブ首長国連邦 ◎ 2006年、建国初の議会選挙で実施
イエメン
イスラエル
イラク
イラン
オマーン
カタール
クウェート
サウジアラビア
シリア
トルコ
バーレーン 導入検討中
ヨルダン
レバノン
■アフリカ
アルジェリア
アンゴラ
ウガンダ
エジプト 国連が2011年導入に向け援助計画
エチオピア
エリトリア
ガーナ
カーボヴェルデ
ガボン
カメルーン
ガンビア
ギニア
ギニアビサウ
ケニア
コートジボワール
コモロ
コンゴ共和国
コンゴ民主共和国
サントメ・プリンシペ
ザンビア
シエラレオネ
ジブチ
ジンバブエ
スーダン
スワジランド
セーシェル
赤道ギニア
セネガル
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ソマリア
タンザニア
チャド
中央アフリカ
チュニジア
トーゴ
ナイジェリア
ナミビア
ニジェール
ブルキナファソ
ブルンジ
ベナン
ボツワナ
マダガスカル
マラウイ
マリ
南アフリカ
モザンビーク
モーリシャス
モーリタニア
モロッコ
リビア
リベリア
ルワンダ
レソト
合計 25 12 25 4
国名表記は、外務省ホームページの例を参照した。
http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/index.html
